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奥多摩湖に【ひょうたん島】が出現しました。 
（湖面からおおよそ高さ１．５ｍの島が出現する

と貯水量は約８０％です。） 
２年ぶりに奥多摩中学校体育大会が開催されました。 
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第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
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日
か

ら
６
月
16
日
ま
で
の
、
会
期
７
日
間
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た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 
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、
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の
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成
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、
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第第
２２
回回
定定
例例
町町
議議
会会  

議議会会だだよよりりののごご感感想想

ををおお寄寄せせくくだだささいい。。  

ままたた、、議議会会にに対対すするる

ごご意意見見ごご要要望望等等ががああ

りりままししたたらら、、おお気気軽軽

にに議議会会事事務務局局ままででおお

知知ららせせくくだだささいい。。  
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ＱＲコード 

（（１１））７７番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（４４ペペーージジ））  

問問１１小小学学校校のの生生徒徒数数、、特特にに氷氷川川小小学学校校のの

全全生生徒徒数数５５４４名名のの現現状状  

問問２２ＯＯＫＫＵＵＴＴＡＡＭＭＡＡ＋＋ととのの契契約約はは違違反反でで

ははなないいかか  

  

（（２２））９９番番  石石田田  芳芳英英議議員員（（４４ペペーージジ））  

  問問１１無無電電柱柱化化のの推推進進ににつついいてて  

  

（（３３））1122 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（５５ペペーージジ））  

問問１１在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進事事業業ににつついい

てて  

    

（（４４））４４番番  小小山山  辰辰美美議議員員（（５５ペペーージジ））  

問問１１奥奥多多摩摩ススポポーーツツフフェェスステティィババルル開開催催

ににつついいてて  

問問２２ココロロナナウウイイルルスス感感染染予予防防対対策策とと経経済済

活活性性ににつついいてて  

  

（（５５））３３番番  相相田田  恵恵美美子子議議員員（（６６ペペーージジ））  

問問１１ブブッッククススタターートト事事業業ににつついいてて  

問問２２小小学学校校のの今今後後のの在在りり方方ににつついいてて  

  

（（６６））５５番番  木木村村    圭圭議議員員（（６６ペペーージジ））  

問問１１新新型型ココロロナナワワククチチンン接接種種体体制制のの再再構構

築築ににつついいてて  

  

（（７７））１１番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（７７ペペーージジ））  

問問１１冬冬のの誘誘客客ににつついいてて  

問問２２産産後後ケケアア事事業業のの段段階階的的なな早早期期実実施施をを  

問問３３パパワワハハララ防防止止法法ににつついいてて  

  

（（８８））８８番番  小小峰峰  陽陽一一議議員員（（７７ペペーージジ））  

問問１１生生徒徒・・児児童童のの眼眼のの健健康康ににつついいてて  

問問２２「「奥奥多多摩摩むむかかしし道道」」のの残残壁壁崩崩落落ににつついい

てて  

  

（（９９））２２番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

問問１１日日原原街街道道渋渋滞滞緩緩和和ににつついいてて  

  

（（1100））1100 番番  宮宮野野    亨亨議議員員（（８８ペペーージジ））  

問問１１高高齢齢化化社社会会をを迎迎ええるる町町のの今今後後ににつついい

てて  

問問２２超超高高齢齢化化社社会会をを迎迎ええるるににああたたりり、、町町

内内でで使使ええるる町町独独自自ののポポイインントト、、又又はは

地地域域通通貨貨のの制制度度（（わわささ PPooiinntt））のの導導入入

をを  

問問３３ココロロナナ禍禍・・物物価価高高かかららのの町町民民とと事事業業

者者支支援援ににつついいてて  

  

（（1111））６６番番  大大澤澤  由由香香里里議議員員（（９９ペペーージジ））  

問問１１加加齢齢性性難難聴聴者者へへのの支支援援ににつついいてて  

問問２２河河川川のの観観光光利利用用事事業業者者ににつついいてて  

                            

                            

   

 

 令令和和４４年年第第２２回回定定例例会会でではは、、１１１１名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。  

ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁

のの全全文文はは、、８８月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会

議議記記録録（（結結果果））））町町ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけ

まますす。。ままたた、、町町内内各各図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

令和４年 8月５日発行町 議 会 だ よ り第 202 号（3）

（１）７番　澤本　幹男議員（４ページ）（１）７番　澤本　幹男議員（４ページ）

	問１	小学校の生徒数、特に氷川小学校の	問１	小学校の生徒数、特に氷川小学校の

全生徒数５４名の現状全生徒数５４名の現状

	問２	ＯＫＵＴＡＭＡ＋との契約は違反で	問２	ＯＫＵＴＡＭＡ＋との契約は違反で

はないかはないか

（２）９番　石田　芳英議員（４ページ）（２）９番　石田　芳英議員（４ページ）

	問１	無電柱化の推進について	問１	無電柱化の推進について

（３）12番　原島　幸次議員（５ページ）（３）12番　原島　幸次議員（５ページ）

	問１	在宅医療・介護連携推進事業につい	問１	在宅医療・介護連携推進事業につい

てて

　　

（４）４番　小山　辰美議員（５ページ）（４）４番　小山　辰美議員（５ページ）

	問１	奥多摩スポーツフェスティバル開催	問１	奥多摩スポーツフェスティバル開催

についてについて

	問２	コロナウイルス感染予防対策と経済	問２	コロナウイルス感染予防対策と経済

活性について活性について

（５）３番　相田	恵美子議員（６ページ）（５）３番　相田	恵美子議員（６ページ）

	問１	ブックスタート事業について	問１	ブックスタート事業について

	問２	小学校の今後の在り方について	問２	小学校の今後の在り方について

（６）５番　木村　　圭議員（６ページ）（６）５番　木村　　圭議員（６ページ）

	問１	新型コロナワクチン接種体制の再構	問１	新型コロナワクチン接種体制の再構

築について築について

（７）１番　伊藤　英人議員（７ページ）（７）１番　伊藤　英人議員（７ページ）

	問１	冬の誘客について	問１	冬の誘客について

	問２	産後ケア事業の段階的な早期実施を	問２	産後ケア事業の段階的な早期実施を

	問３	パワハラ防止法について	問３	パワハラ防止法について

（８）８番　小峰　陽一議員（７ページ）（８）８番　小峰　陽一議員（７ページ）

	問１	生徒・児童の眼の健康について	問１	生徒・児童の眼の健康について

	問２	「奥多摩むかし道」の残壁崩落につ	問２	「奥多摩むかし道」の残壁崩落につ

いていて

（９）２番　森田　紀子議員（８ページ）（９）２番　森田　紀子議員（８ページ）

	問１	日原街道渋滞緩和について	問１	日原街道渋滞緩和について

（10）10 番　宮野　	亨議員（８ページ）（10）10 番　宮野　	亨議員（８ページ）

	問１	高齢化社会を迎える町の今後につい	問１	高齢化社会を迎える町の今後につい

てて

	問２	超高齢化社会を迎えるにあたり、町	問２	超高齢化社会を迎えるにあたり、町

内で使える町独自のポイント、又は内で使える町独自のポイント、又は

地域通貨の制度（わさ Point）の導地域通貨の制度（わさ Point）の導

入を入を

	問３	コロナ禍・物価高からの町民と事業	問３	コロナ禍・物価高からの町民と事業

者支援について者支援について

（11）６番　大澤	由香里議員（９ページ）（11）６番　大澤	由香里議員（９ページ）

	問１	加齢性難聴者への支援について	問１	加齢性難聴者への支援について

	問２	河川の観光利用事業者について	問２	河川の観光利用事業者について



4 
 質質

問問
１１
今今
年年
、、
教教
育育
委委
員員
会会
とと
のの
会会
議議
がが

開開
催催
ささ
れれ
、、
そそ
ここ
でで
小小
学学
校校
のの
生生
徒徒
数数
でで

特特
にに
氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
５５４４
名名
にに
強強

いい
衝衝
撃撃
をを
受受
けけ
たた
。。
古古
里里
小小
学学
校校
のの
全全
生生

徒徒
数数
はは
９９３３
名名
とと
倍倍
にに
近近
いい
生生
徒徒
数数
とと
なな

っっ
てて
いい
るる
。。
少少
子子
高高
齢齢
化化
対対
策策
をを
町町
のの
最最

重重
要要
課課
題題
とと
しし
てて
推推
進進
しし
てて
いい
るる
がが
、、
町町

とと
しし
てて
氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
５５４４
名名
のの

現現
状状
をを
どど
うう
受受
けけ
止止
めめ
ここ
れれ
かか
らら
どど
のの
様様

なな
対対
策策
・・
対対
応応
しし
てて
いい
くく
のの
かか
伺伺
うう
。。
質質

問問
２２
昨昨
年年
のの
１１２２
月月
議議
会会
でで
ＯＯ
ＫＫ
ＵＵ
ＴＴ
ＡＡ

ＭＭ
ＡＡ
＋＋
にに
つつ
いい
てて
質質
問問
しし
たた
がが
、、
町町
かか
らら

公公
表表
ささ
れれ
てて
いい
るる
令令
和和
３３
年年
度度
分分
監監
査査
結結

果果
をを
みみ
るる
とと
「「
転転
貸貸
借借
にに
関関
すす
るる
覚覚
書書
」」
をを

適適
用用
すす
るる
とと
のの
ここ
とと
だだ
がが
、、
覚覚
書書
にに
はは
火火

気気
厳厳
禁禁
のの
項項
目目
がが
ああ
りり
ＢＢ
ＢＢ
ＱＱ
やや
ササ
ウウ
ナナ

はは
火火
をを
使使
うう
とと
なな
るる
とと
違違
反反
しし
てて
いい
なな
いい

のの
かか
。。
透透
明明
性性
のの
ああ
るる
事事
務務
手手
続続
きき
をを
経経

るる
ここ
とと
なな
くく
、、
特特
定定
企企
業業
とと
のの
契契
約約
内内
容容

をを
変変
更更
しし
てて
目目
的的
外外
使使
用用
にに
当当
たた
りり
結結
果果

適適
切切
でで
はは
なな
いい
とと
評評
価価
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ

のの
覚覚
書書
はは
契契
約約
違違
反反
でで
はは
なな
いい
かか
。。
町
長

１
「
小
学
校
の
在
り
方
検
討
会
」
を
設
置

す
る
。
小
学
校
は
地
域
の
文
化
で
あ
り
非

常
に
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
古
里
・
氷
川
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
が
町
の
最
重
要
事
項
で
あ
り
決
し
て
統

合
あ
り
き
で
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
。

教
育
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
全
庁
的
に
情

報
を
共
有
し
職
員
が
一
丸
と
な
り
若
者
定

住
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
事
業
を

実
施
し
て
町
全
体
で
奥
多
摩
町
の
魅
力
を

高
め
て
い
く
。
定
住
対
策
・
町
営
若
者
住

宅
等
の
整
備
や
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
推

進
事
業
を
推
進
し
小
学
校
を
維
持
し
て
い

く
た
め
年
少
人
口
の
確
保
に
努
め
る
。 

町
長
２
現
在
町
で
は
経
営
母
体
で
賃
貸

借
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
（
株
）
ジ
ェ
リ

ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
対
し
指
摘
の
あ
っ
た
キ

ャ
ン
プ
場
関
連
設
備
や
火
気
厳
禁
の
事
項

に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
運
営
体
制
等
の

改
善
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

覚
書
の
内
容
と
実
態
が
そ
ぐ
わ
な
い
部
分

が
散
見
さ
れ
る
の
で
引
続
き
協
議
す
る
。。  

質質
問問
東東
京京
都都
はは
、、
防防
災災
やや
景景
観観
のの
観観
点点
かか

らら
、、
重重
点点
政政
策策
とと
しし
てて
無無
電電
柱柱
化化
をを
推推
しし

進進
めめ
、、
安安
心心
・・
安安
全全
なな
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
、、

実実
施施
すす
るる
自自
治治
体体
へへ
のの
補補
助助
金金
等等
もも
手手
厚厚

くく
なな
っっ
てて
いい
るる
。。「「
無無
電電
柱柱
化化
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ

支支
援援
事事
業業
制制
度度
」」
でで
はは
、、
補補
助助
対対
象象
にに
つつ
いい

てて
①①
現現
道道
でで
無無
電電
柱柱
化化
事事
業業
のの
整整
備備
実実
績績

がが
なな
いい
区区
市市
町町
村村
②②
原原
則則
、、
歩歩
道道
幅幅
員員
がが

２２..５５
ｍｍ
未未
満満
まま
たた
はは
歩歩
道道
がが
なな
いい
区区
間間
がが

ああ
るる
なな
どど
、、
地地
上上
機機
器器
をを
設設
置置
すす
るる
ここ
とと

がが
困困
難難
なな
路路
線線
③③
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
のの
認認
定定
をを

受受
けけ
たた
場場
合合
、、
事事
業業
完完
了了
まま
でで
事事
業業
費費
をを

補補
助助
すす
るる
とと
ああ
るる
。。
財財
政政
支支
援援
以以
外外
でで
もも

技技
術術
支支
援援
とと
しし
てて
低低
ココ
スス
トト
化化
にに
向向
けけ
たた

取取
組組
等等
のの
情情
報報
提提
供供
、、
職職
員員
向向
けけ
のの
研研
修修

会会
実実
施施
なな
どど
もも
行行
っっ
てて
いい
るる
。。
以以
上上
をを
踏踏

まま
ええ
、、
町町
にに
おお
けけ
るる
無無
電電
柱柱
化化
のの
推推
進進
にに

つつ
いい
てて
町町
長長
のの
所所
見見
をを
伺伺
うう
。。 

町
長
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
で
は
、、

計
画
の
策
定
か
ら
基
礎
調
査
、予
備
設
計
、

詳
細
設
計
ま
で
は
、
東
京
都
の
１００
％
補
助

で
あ
り
、
占
用
物
件
の
移
設
補
償
及
び
本

体
構
築
等
の
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
国

が
５５
％
、
都
が
４５
％
の
補
助
率
で
、
基
本

的
に
は
区
市
町
村
の
財
政
負
担
が
発
生
し

な
い
ス
キ
ー
ム
で
、
財
政
面
か
ら
は
非
常

に
魅
力
的
で
あ
る
。 

奥
多
摩
駅
前
通
り
の
町
道
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の
要
件
に
は
当
て

は
ま
る
が
、
し
か
し
、
奥
多
摩
駅
前
か
ら

交
差
点
に
向
か
う
建
物
や
通
路
等
の
状
況

を
見
る
中
で
、
極
め
て
困
難
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
仮
に
無
電
柱
化
が
で
き
た
場

合
に
、
街
路
灯
な
ど
の
照
明
設
備
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
発
生
す
る
。
町

と
し
て
は
、
景
観
の
向
上
な
ど
無
電
柱
化

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、町
の
地
形
上
、実
現
化
に
は
、

現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。 

問問    

１１  

氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
5544
名名
のの
現現
状状  

２２  

ＯＯ
ＫＫ
ＵＵ
ＴＴ
ＡＡ
ＭＭ
ＡＡ
＋＋
とと
のの
契契
約約
はは
違違
反反
でで
はは
なな
いい
かか  

問問  

無無
電電
柱柱
化化
のの
推推
進進
にに
つつ
いい
てて  

答 

町
の
地
形
上
、
現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル

が
存
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る 

答 

１ 

両
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
年
少
人
口
を
確
保
す
る  

２ 

改
善
・
指
導
し
て
協
議
す
る 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 
 

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで
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 質質
問問
１１
今今
年年
、、
教教
育育
委委
員員
会会
とと
のの
会会
議議
がが

開開
催催
ささ
れれ
、、
そそ
ここ
でで
小小
学学
校校
のの
生生
徒徒
数数
でで

特特
にに
氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
５５４４
名名
にに
強強

いい
衝衝
撃撃
をを
受受
けけ
たた
。。
古古
里里
小小
学学
校校
のの
全全
生生

徒徒
数数
はは
９９３３
名名
とと
倍倍
にに
近近
いい
生生
徒徒
数数
とと
なな

っっ
てて
いい
るる
。。
少少
子子
高高
齢齢
化化
対対
策策
をを
町町
のの
最最

重重
要要
課課
題題
とと
しし
てて
推推
進進
しし
てて
いい
るる
がが
、、
町町

とと
しし
てて
氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
５５４４
名名
のの

現現
状状
をを
どど
うう
受受
けけ
止止
めめ
ここ
れれ
かか
らら
どど
のの
様様

なな
対対
策策
・・
対対
応応
しし
てて
いい
くく
のの
かか
伺伺
うう
。。
質質

問問
２２
昨昨
年年
のの
１１２２
月月
議議
会会
でで
ＯＯ
ＫＫ
ＵＵ
ＴＴ
ＡＡ

ＭＭ
ＡＡ
＋＋
にに
つつ
いい
てて
質質
問問
しし
たた
がが
、、
町町
かか
らら

公公
表表
ささ
れれ
てて
いい
るる
令令
和和
３３
年年
度度
分分
監監
査査
結結

果果
をを
みみ
るる
とと
「「
転転
貸貸
借借
にに
関関
すす
るる
覚覚
書書
」」
をを

適適
用用
すす
るる
とと
のの
ここ
とと
だだ
がが
、、
覚覚
書書
にに
はは
火火

気気
厳厳
禁禁
のの
項項
目目
がが
ああ
りり
ＢＢ
ＢＢ
ＱＱ
やや
ササ
ウウ
ナナ

はは
火火
をを
使使
うう
とと
なな
るる
とと
違違
反反
しし
てて
いい
なな
いい

のの
かか
。。
透透
明明
性性
のの
ああ
るる
事事
務務
手手
続続
きき
をを
経経

るる
ここ
とと
なな
くく
、、
特特
定定
企企
業業
とと
のの
契契
約約
内内
容容

をを
変変
更更
しし
てて
目目
的的
外外
使使
用用
にに
当当
たた
りり
結結
果果

適適
切切
でで
はは
なな
いい
とと
評評
価価
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ

のの
覚覚
書書
はは
契契
約約
違違
反反
でで
はは
なな
いい
かか
。。
町
長

１
「
小
学
校
の
在
り
方
検
討
会
」
を
設
置

す
る
。
小
学
校
は
地
域
の
文
化
で
あ
り
非

常
に
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
古
里
・
氷
川
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
が
町
の
最
重
要
事
項
で
あ
り
決
し
て
統

合
あ
り
き
で
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
。

教
育
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
全
庁
的
に
情

報
を
共
有
し
職
員
が
一
丸
と
な
り
若
者
定

住
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
事
業
を

実
施
し
て
町
全
体
で
奥
多
摩
町
の
魅
力
を

高
め
て
い
く
。
定
住
対
策
・
町
営
若
者
住

宅
等
の
整
備
や
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
推

進
事
業
を
推
進
し
小
学
校
を
維
持
し
て
い

く
た
め
年
少
人
口
の
確
保
に
努
め
る
。 

町
長
２
現
在
町
で
は
経
営
母
体
で
賃
貸

借
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
（
株
）
ジ
ェ
リ

ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
対
し
指
摘
の
あ
っ
た
キ

ャ
ン
プ
場
関
連
設
備
や
火
気
厳
禁
の
事
項

に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
運
営
体
制
等
の

改
善
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

覚
書
の
内
容
と
実
態
が
そ
ぐ
わ
な
い
部
分

が
散
見
さ
れ
る
の
で
引
続
き
協
議
す
る
。。  

質質
問問
東東
京京
都都
はは
、、
防防
災災
やや
景景
観観
のの
観観
点点
かか

らら
、、
重重
点点
政政
策策
とと
しし
てて
無無
電電
柱柱
化化
をを
推推
しし

進進
めめ
、、
安安
心心
・・
安安
全全
なな
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
、、

実実
施施
すす
るる
自自
治治
体体
へへ
のの
補補
助助
金金
等等
もも
手手
厚厚

くく
なな
っっ
てて
いい
るる
。。「「
無無
電電
柱柱
化化
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ

支支
援援
事事
業業
制制
度度
」」
でで
はは
、、
補補
助助
対対
象象
にに
つつ
いい

てて
①①
現現
道道
でで
無無
電電
柱柱
化化
事事
業業
のの
整整
備備
実実
績績

がが
なな
いい
区区
市市
町町
村村
②②
原原
則則
、、
歩歩
道道
幅幅
員員
がが

２２..５５
ｍｍ
未未
満満
まま
たた
はは
歩歩
道道
がが
なな
いい
区区
間間
がが

ああ
るる
なな
どど
、、
地地
上上
機機
器器
をを
設設
置置
すす
るる
ここ
とと

がが
困困
難難
なな
路路
線線
③③
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
のの
認認
定定
をを

受受
けけ
たた
場場
合合
、、
事事
業業
完完
了了
まま
でで
事事
業業
費費
をを

補補
助助
すす
るる
とと
ああ
るる
。。
財財
政政
支支
援援
以以
外外
でで
もも

技技
術術
支支
援援
とと
しし
てて
低低
ココ
スス
トト
化化
にに
向向
けけ
たた

取取
組組
等等
のの
情情
報報
提提
供供
、、
職職
員員
向向
けけ
のの
研研
修修

会会
実実
施施
なな
どど
もも
行行
っっ
てて
いい
るる
。。
以以
上上
をを
踏踏

まま
ええ
、、
町町
にに
おお
けけ
るる
無無
電電
柱柱
化化
のの
推推
進進
にに

つつ
いい
てて
町町
長長
のの
所所
見見
をを
伺伺
うう
。。 

町
長
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
で
は
、、

計
画
の
策
定
か
ら
基
礎
調
査
、予
備
設
計
、

詳
細
設
計
ま
で
は
、
東
京
都
の
１００
％
補
助

で
あ
り
、
占
用
物
件
の
移
設
補
償
及
び
本

体
構
築
等
の
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
国

が
５５
％
、
都
が
４５
％
の
補
助
率
で
、
基
本

的
に
は
区
市
町
村
の
財
政
負
担
が
発
生
し

な
い
ス
キ
ー
ム
で
、
財
政
面
か
ら
は
非
常

に
魅
力
的
で
あ
る
。 

奥
多
摩
駅
前
通
り
の
町
道
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の
要
件
に
は
当
て

は
ま
る
が
、
し
か
し
、
奥
多
摩
駅
前
か
ら

交
差
点
に
向
か
う
建
物
や
通
路
等
の
状
況

を
見
る
中
で
、
極
め
て
困
難
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
仮
に
無
電
柱
化
が
で
き
た
場

合
に
、
街
路
灯
な
ど
の
照
明
設
備
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
発
生
す
る
。
町

と
し
て
は
、
景
観
の
向
上
な
ど
無
電
柱
化

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、町
の
地
形
上
、実
現
化
に
は
、

現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。 

問問    

１１  

氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
5544
名名
のの
現現
状状  

２２  

ＯＯ
ＫＫ
ＵＵ
ＴＴ
ＡＡ
ＭＭ
ＡＡ
＋＋
とと
のの
契契
約約
はは
違違
反反
でで
はは
なな
いい
かか  

問問  

無無
電電
柱柱
化化
のの
推推
進進
にに
つつ
いい
てて  

答 

町
の
地
形
上
、
現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル

が
存
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る 

答 

１ 

両
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
年
少
人
口
を
確
保
す
る  

２ 

改
善
・
指
導
し
て
協
議
す
る 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 
 

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで

議員 

問	

１	

氷
川
小
学
校
全
生
徒
数
54
名
の
現
状

	

２	

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
＋
と
の
契
約
は
違
反
で
は
な
い
か

問	

無
電
柱
化
の
推
進
に
つ
い
て

答	

１	

両
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
年
少
人
口
を
確
保
す
る

	

２	

改
善
・
指
導
し
て
協
議
す
る

答	

町
の
地
形
上
、
現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
存

在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る

4 
 質質

問問
１１
今今
年年
、、
教教
育育
委委
員員
会会
とと
のの
会会
議議
がが

開開
催催
ささ
れれ
、、
そそ
ここ
でで
小小
学学
校校
のの
生生
徒徒
数数
でで

特特
にに
氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
５５４４
名名
にに
強強

いい
衝衝
撃撃
をを
受受
けけ
たた
。。
古古
里里
小小
学学
校校
のの
全全
生生

徒徒
数数
はは
９９３３
名名
とと
倍倍
にに
近近
いい
生生
徒徒
数数
とと
なな

っっ
てて
いい
るる
。。
少少
子子
高高
齢齢
化化
対対
策策
をを
町町
のの
最最

重重
要要
課課
題題
とと
しし
てて
推推
進進
しし
てて
いい
るる
がが
、、
町町

とと
しし
てて
氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
５５４４
名名
のの

現現
状状
をを
どど
うう
受受
けけ
止止
めめ
ここ
れれ
かか
らら
どど
のの
様様

なな
対対
策策
・・
対対
応応
しし
てて
いい
くく
のの
かか
伺伺
うう
。。
質質

問問
２２
昨昨
年年
のの
１１２２
月月
議議
会会
でで
ＯＯ
ＫＫ
ＵＵ
ＴＴ
ＡＡ

ＭＭ
ＡＡ
＋＋
にに
つつ
いい
てて
質質
問問
しし
たた
がが
、、
町町
かか
らら

公公
表表
ささ
れれ
てて
いい
るる
令令
和和
３３
年年
度度
分分
監監
査査
結結

果果
をを
みみ
るる
とと
「「
転転
貸貸
借借
にに
関関
すす
るる
覚覚
書書
」」
をを

適適
用用
すす
るる
とと
のの
ここ
とと
だだ
がが
、、
覚覚
書書
にに
はは
火火

気気
厳厳
禁禁
のの
項項
目目
がが
ああ
りり
ＢＢ
ＢＢ
ＱＱ
やや
ササ
ウウ
ナナ

はは
火火
をを
使使
うう
とと
なな
るる
とと
違違
反反
しし
てて
いい
なな
いい

のの
かか
。。
透透
明明
性性
のの
ああ
るる
事事
務務
手手
続続
きき
をを
経経

るる
ここ
とと
なな
くく
、、
特特
定定
企企
業業
とと
のの
契契
約約
内内
容容

をを
変変
更更
しし
てて
目目
的的
外外
使使
用用
にに
当当
たた
りり
結結
果果

適適
切切
でで
はは
なな
いい
とと
評評
価価
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ

のの
覚覚
書書
はは
契契
約約
違違
反反
でで
はは
なな
いい
かか
。。
町
長

１
「
小
学
校
の
在
り
方
検
討
会
」
を
設
置

す
る
。
小
学
校
は
地
域
の
文
化
で
あ
り
非

常
に
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
古
里
・
氷
川
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
が
町
の
最
重
要
事
項
で
あ
り
決
し
て
統

合
あ
り
き
で
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
。

教
育
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
全
庁
的
に
情

報
を
共
有
し
職
員
が
一
丸
と
な
り
若
者
定

住
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
事
業
を

実
施
し
て
町
全
体
で
奥
多
摩
町
の
魅
力
を

高
め
て
い
く
。
定
住
対
策
・
町
営
若
者
住

宅
等
の
整
備
や
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
推

進
事
業
を
推
進
し
小
学
校
を
維
持
し
て
い

く
た
め
年
少
人
口
の
確
保
に
努
め
る
。 

町
長
２
現
在
町
で
は
経
営
母
体
で
賃
貸

借
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
（
株
）
ジ
ェ
リ

ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
対
し
指
摘
の
あ
っ
た
キ

ャ
ン
プ
場
関
連
設
備
や
火
気
厳
禁
の
事
項

に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
運
営
体
制
等
の

改
善
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

覚
書
の
内
容
と
実
態
が
そ
ぐ
わ
な
い
部
分

が
散
見
さ
れ
る
の
で
引
続
き
協
議
す
る
。。  

質質
問問
東東
京京
都都
はは
、、
防防
災災
やや
景景
観観
のの
観観
点点
かか

らら
、、
重重
点点
政政
策策
とと
しし
てて
無無
電電
柱柱
化化
をを
推推
しし

進進
めめ
、、
安安
心心
・・
安安
全全
なな
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
、、

実実
施施
すす
るる
自自
治治
体体
へへ
のの
補補
助助
金金
等等
もも
手手
厚厚

くく
なな
っっ
てて
いい
るる
。。「「
無無
電電
柱柱
化化
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ

支支
援援
事事
業業
制制
度度
」」
でで
はは
、、
補補
助助
対対
象象
にに
つつ
いい

てて
①①
現現
道道
でで
無無
電電
柱柱
化化
事事
業業
のの
整整
備備
実実
績績

がが
なな
いい
区区
市市
町町
村村
②②
原原
則則
、、
歩歩
道道
幅幅
員員
がが

２２..５５
ｍｍ
未未
満満
まま
たた
はは
歩歩
道道
がが
なな
いい
区区
間間
がが

ああ
るる
なな
どど
、、
地地
上上
機機
器器
をを
設設
置置
すす
るる
ここ
とと

がが
困困
難難
なな
路路
線線
③③
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
のの
認認
定定
をを

受受
けけ
たた
場場
合合
、、
事事
業業
完完
了了
まま
でで
事事
業業
費費
をを

補補
助助
すす
るる
とと
ああ
るる
。。
財財
政政
支支
援援
以以
外外
でで
もも

技技
術術
支支
援援
とと
しし
てて
低低
ココ
スス
トト
化化
にに
向向
けけ
たた

取取
組組
等等
のの
情情
報報
提提
供供
、、
職職
員員
向向
けけ
のの
研研
修修

会会
実実
施施
なな
どど
もも
行行
っっ
てて
いい
るる
。。
以以
上上
をを
踏踏

まま
ええ
、、
町町
にに
おお
けけ
るる
無無
電電
柱柱
化化
のの
推推
進進
にに

つつ
いい
てて
町町
長長
のの
所所
見見
をを
伺伺
うう
。。 

町
長
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
で
は
、、

計
画
の
策
定
か
ら
基
礎
調
査
、予
備
設
計
、

詳
細
設
計
ま
で
は
、
東
京
都
の
１００
％
補
助

で
あ
り
、
占
用
物
件
の
移
設
補
償
及
び
本

体
構
築
等
の
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
国

が
５５
％
、
都
が
４５
％
の
補
助
率
で
、
基
本

的
に
は
区
市
町
村
の
財
政
負
担
が
発
生
し

な
い
ス
キ
ー
ム
で
、
財
政
面
か
ら
は
非
常

に
魅
力
的
で
あ
る
。 

奥
多
摩
駅
前
通
り
の
町
道
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の
要
件
に
は
当
て

は
ま
る
が
、
し
か
し
、
奥
多
摩
駅
前
か
ら

交
差
点
に
向
か
う
建
物
や
通
路
等
の
状
況

を
見
る
中
で
、
極
め
て
困
難
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
仮
に
無
電
柱
化
が
で
き
た
場

合
に
、
街
路
灯
な
ど
の
照
明
設
備
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
発
生
す
る
。
町

と
し
て
は
、
景
観
の
向
上
な
ど
無
電
柱
化

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、町
の
地
形
上
、実
現
化
に
は
、

現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。 

問問    

１１  

氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
5544
名名
のの
現現
状状  

２２  

ＯＯ
ＫＫ
ＵＵ
ＴＴ
ＡＡ
ＭＭ
ＡＡ
＋＋
とと
のの
契契
約約
はは
違違
反反
でで
はは
なな
いい
かか  

問問  

無無
電電
柱柱
化化
のの
推推
進進
にに
つつ
いい
てて  

答 

町
の
地
形
上
、
現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル

が
存
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る 

答 

１ 

両
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
年
少
人
口
を
確
保
す
る  

２ 

改
善
・
指
導
し
て
協
議
す
る 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 
 

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで

議員 

4 
 質質

問問
１１
今今
年年
、、
教教
育育
委委
員員
会会
とと
のの
会会
議議
がが

開開
催催
ささ
れれ
、、
そそ
ここ
でで
小小
学学
校校
のの
生生
徒徒
数数
でで

特特
にに
氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
５５４４
名名
にに
強強

いい
衝衝
撃撃
をを
受受
けけ
たた
。。
古古
里里
小小
学学
校校
のの
全全
生生

徒徒
数数
はは
９９３３
名名
とと
倍倍
にに
近近
いい
生生
徒徒
数数
とと
なな

っっ
てて
いい
るる
。。
少少
子子
高高
齢齢
化化
対対
策策
をを
町町
のの
最最

重重
要要
課課
題題
とと
しし
てて
推推
進進
しし
てて
いい
るる
がが
、、
町町

とと
しし
てて
氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
５５４４
名名
のの

現現
状状
をを
どど
うう
受受
けけ
止止
めめ
ここ
れれ
かか
らら
どど
のの
様様

なな
対対
策策
・・
対対
応応
しし
てて
いい
くく
のの
かか
伺伺
うう
。。
質質

問問
２２
昨昨
年年
のの
１１２２
月月
議議
会会
でで
ＯＯ
ＫＫ
ＵＵ
ＴＴ
ＡＡ

ＭＭ
ＡＡ
＋＋
にに
つつ
いい
てて
質質
問問
しし
たた
がが
、、
町町
かか
らら

公公
表表
ささ
れれ
てて
いい
るる
令令
和和
３３
年年
度度
分分
監監
査査
結結

果果
をを
みみ
るる
とと
「「
転転
貸貸
借借
にに
関関
すす
るる
覚覚
書書
」」
をを

適適
用用
すす
るる
とと
のの
ここ
とと
だだ
がが
、、
覚覚
書書
にに
はは
火火

気気
厳厳
禁禁
のの
項項
目目
がが
ああ
りり
ＢＢ
ＢＢ
ＱＱ
やや
ササ
ウウ
ナナ

はは
火火
をを
使使
うう
とと
なな
るる
とと
違違
反反
しし
てて
いい
なな
いい

のの
かか
。。
透透
明明
性性
のの
ああ
るる
事事
務務
手手
続続
きき
をを
経経

るる
ここ
とと
なな
くく
、、
特特
定定
企企
業業
とと
のの
契契
約約
内内
容容

をを
変変
更更
しし
てて
目目
的的
外外
使使
用用
にに
当当
たた
りり
結結
果果

適適
切切
でで
はは
なな
いい
とと
評評
価価
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ

のの
覚覚
書書
はは
契契
約約
違違
反反
でで
はは
なな
いい
かか
。。
町
長

１
「
小
学
校
の
在
り
方
検
討
会
」
を
設
置

す
る
。
小
学
校
は
地
域
の
文
化
で
あ
り
非

常
に
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
古
里
・
氷
川
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
が
町
の
最
重
要
事
項
で
あ
り
決
し
て
統

合
あ
り
き
で
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
。

教
育
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
全
庁
的
に
情

報
を
共
有
し
職
員
が
一
丸
と
な
り
若
者
定

住
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
事
業
を

実
施
し
て
町
全
体
で
奥
多
摩
町
の
魅
力
を

高
め
て
い
く
。
定
住
対
策
・
町
営
若
者
住

宅
等
の
整
備
や
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
推

進
事
業
を
推
進
し
小
学
校
を
維
持
し
て
い

く
た
め
年
少
人
口
の
確
保
に
努
め
る
。 

町
長
２
現
在
町
で
は
経
営
母
体
で
賃
貸

借
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
（
株
）
ジ
ェ
リ

ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
対
し
指
摘
の
あ
っ
た
キ

ャ
ン
プ
場
関
連
設
備
や
火
気
厳
禁
の
事
項

に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
運
営
体
制
等
の

改
善
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

覚
書
の
内
容
と
実
態
が
そ
ぐ
わ
な
い
部
分

が
散
見
さ
れ
る
の
で
引
続
き
協
議
す
る
。。  

質質
問問
東東
京京
都都
はは
、、
防防
災災
やや
景景
観観
のの
観観
点点
かか

らら
、、
重重
点点
政政
策策
とと
しし
てて
無無
電電
柱柱
化化
をを
推推
しし

進進
めめ
、、
安安
心心
・・
安安
全全
なな
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
、、

実実
施施
すす
るる
自自
治治
体体
へへ
のの
補補
助助
金金
等等
もも
手手
厚厚

くく
なな
っっ
てて
いい
るる
。。「「
無無
電電
柱柱
化化
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ

支支
援援
事事
業業
制制
度度
」」
でで
はは
、、
補補
助助
対対
象象
にに
つつ
いい

てて
①①
現現
道道
でで
無無
電電
柱柱
化化
事事
業業
のの
整整
備備
実実
績績

がが
なな
いい
区区
市市
町町
村村
②②
原原
則則
、、
歩歩
道道
幅幅
員員
がが

２２..５５
ｍｍ
未未
満満
まま
たた
はは
歩歩
道道
がが
なな
いい
区区
間間
がが

ああ
るる
なな
どど
、、
地地
上上
機機
器器
をを
設設
置置
すす
るる
ここ
とと

がが
困困
難難
なな
路路
線線
③③
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
のの
認認
定定
をを

受受
けけ
たた
場場
合合
、、
事事
業業
完完
了了
まま
でで
事事
業業
費費
をを

補補
助助
すす
るる
とと
ああ
るる
。。
財財
政政
支支
援援
以以
外外
でで
もも

技技
術術
支支
援援
とと
しし
てて
低低
ココ
スス
トト
化化
にに
向向
けけ
たた

取取
組組
等等
のの
情情
報報
提提
供供
、、
職職
員員
向向
けけ
のの
研研
修修

会会
実実
施施
なな
どど
もも
行行
っっ
てて
いい
るる
。。
以以
上上
をを
踏踏

まま
ええ
、、
町町
にに
おお
けけ
るる
無無
電電
柱柱
化化
のの
推推
進進
にに

つつ
いい
てて
町町
長長
のの
所所
見見
をを
伺伺
うう
。。 

町
長
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
で
は
、、

計
画
の
策
定
か
ら
基
礎
調
査
、予
備
設
計
、

詳
細
設
計
ま
で
は
、
東
京
都
の
１００
％
補
助

で
あ
り
、
占
用
物
件
の
移
設
補
償
及
び
本

体
構
築
等
の
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
国

が
５５
％
、
都
が
４５
％
の
補
助
率
で
、
基
本

的
に
は
区
市
町
村
の
財
政
負
担
が
発
生
し

な
い
ス
キ
ー
ム
で
、
財
政
面
か
ら
は
非
常

に
魅
力
的
で
あ
る
。 

奥
多
摩
駅
前
通
り
の
町
道
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の
要
件
に
は
当
て

は
ま
る
が
、
し
か
し
、
奥
多
摩
駅
前
か
ら

交
差
点
に
向
か
う
建
物
や
通
路
等
の
状
況

を
見
る
中
で
、
極
め
て
困
難
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
仮
に
無
電
柱
化
が
で
き
た
場

合
に
、
街
路
灯
な
ど
の
照
明
設
備
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
発
生
す
る
。
町

と
し
て
は
、
景
観
の
向
上
な
ど
無
電
柱
化

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、町
の
地
形
上
、実
現
化
に
は
、

現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。 

問問    

１１  

氷氷
川川
小小
学学
校校
全全
生生
徒徒
数数
5544
名名
のの
現現
状状  

２２  

ＯＯ
ＫＫ
ＵＵ
ＴＴ
ＡＡ
ＭＭ
ＡＡ
＋＋
とと
のの
契契
約約
はは
違違
反反
でで
はは
なな
いい
かか  

問問  

無無
電電
柱柱
化化
のの
推推
進進
にに
つつ
いい
てて  

答 

町
の
地
形
上
、
現
在
も
多
く
の
ハ
ー
ド
ル

が
存
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る 

答 

１ 

両
小
学
校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
年
少
人
口
を
確
保
す
る  

２ 

改
善
・
指
導
し
て
協
議
す
る 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 
 

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで

議員 
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質質
問問
第第
５５
期期
長長
期期
総総
合合
計計
画画
のの
中中
でで
、、
健健
康康

でで
長長
生生
きき
でで
きき
るる
施施
策策
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
がが
、、

現現
在在
６６５５
歳歳
以以
上上
のの
高高
齢齢
化化
率率
がが

５５１１．．２２
％％
とと
なな

っっ
てて
おお
りり
、、
今今
後後
高高
齢齢
者者
がが
増増
加加
すす
るる
中中
でで
、、

医医
療療
とと
介介
護護
のの
両両
方方
をを
必必
要要
とと
すす
るる
状状
態態

のの
高高
齢齢
者者
がが
、、
住住
みみ
慣慣
れれ
たた
地地
域域
でで
自自
分分
らら

しし
いい
暮暮
らら
しし
をを
人人
生生
のの
最最
期期
まま
でで
続続
けけ
るる

ここ
とと
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
地地
域域
のの
医医
療療
・・
介介
護護

のの
関関
係係
機機
関関
がが
連連
携携
しし
てて
、、
包包
括括
的的
かか
つつ
継継

続続
的的
なな
在在
宅宅
医医
療療
とと
介介
護護
をを
一一
体体
的的
にに
提提

供供
でで
きき
るる
よよ
うう
連連
携携
体体
制制
のの
構構
築築
をを
推推
進進

すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
。。  

①①
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
在在
宅宅
医医
療療
・・
介介
護護
連連
携携
事事
業業

のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて
②②
国国
がが
示示
しし
たた
市市
町町
村村

のの
取取
りり
組組
むむ
事事
業業
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
実実
施施
しし

てて
いい
るる
かか
③③
町町
とと
医医
師師
会会
及及
びび
介介
護護
事事
業業

者者
とと
のの
連連
携携
のの
現現
状状
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて
④④

在在
宅宅
医医
療療
、、
介介
護護
連連
携携
にに
関関
しし
てて
同同
一一
のの
二二

次次
医医
療療
圏圏
内内
にに
ああ
るる
市市
町町
村村
やや
隣隣
接接
すす
るる

市市
町町
村村
等等
のの
広広
域域
連連
携携
にに
つつ
いい
てて
。。  

町
長
①
令
和
３
年
３
月
奥
多
摩
町
地
域

高
齢
者
支
援
計
画
を
改
訂
、
入
院
医
療
か

ら
在
宅
療
養
へ
の
円
滑
な
移
行
や
安
定

的
な
在
宅
療
養
の
継
続
の
た
め
、
専
門
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
②
町
の
介
護
支
援
専

門
員
連
絡
会
や
介
護
事
業
者
連
絡
会
を

通
じ
て
、
地
域
資
源
を
把
握
す
る
と
共
に
、

課
題
の
抽
出
と
対
応
策
に
つ
い
て
協
議

す
る
一
方
、
町
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
会
議
に

お
い
て
重
要
施
策
等
を
審
議
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
な
実
施
、
ま
た
、
町
医
師
会
及
び

介
護
事
業
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
図
っ

て
い
く
。
④
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要

と
す
る
状
態
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
町
と
し
て

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。 

  

質質
問問
１１
平平
成成
２２８８
年年
１１００
月月
、、
町町
民民
体体
育育
祭祭

がが
幕幕
をを
閉閉
じじ
、、
そそ
れれ
にに
代代
わわ
りり
平平
成成
３３００
年年

６６
月月
、、
町町
民民
のの
健健
康康
増増
進進
とと
相相
互互
のの
交交
流流

をを
図図
るる
ここ
とと
をを
目目
的的
にに
「「
第第
１１
回回
奥奥
多多
摩摩

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
」」
がが
開開
催催
ささ

れれ
たた
。。
しし
かか
しし
、、
２２
年年
後後
はは
、、
残残
念念
なな
がが

らら
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
拡拡
大大
がが
始始

まま
りり
中中
止止
とと
なな
っっ
たた
。。
今今
年年
のの
秋秋
にに
はは
、、

「「
第第
２２
回回
奥奥
多多
摩摩
スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ

ババ
ルル
」」
のの
開開
催催
がが
予予
定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
町町

をを
元元
気気
にに
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
ウウ
イイ
ズズ
ココ
ロロ
ナナ

にに
おお
けけ
るる
開開
催催
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
取取
りり
組組
むむ
考考
ええ
かか
伺伺
うう
。。
質質
問問
２２
ココ

ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
がが
始始
まま
りり
、、
２２
年年
半半

がが
経経
過過
しし
たた
。。
国国
やや
東東
京京
都都
のの
感感
染染
対対
策策
、、

経経
済済
対対
策策
もも
低低
調調
ぎぎ
みみ
だだ
。。
今今
後後
はは
「「
オオ

ミミ
クク
ロロ
ンン
株株
・・
ＢＢ
ＡＡ
４４
・・
ＢＢ
ＡＡ
５５
」」
がが
感感

染染
拡拡
大大
すす
るる
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。
ここ
のの
夏夏
のの
観観

光光
シシ
ーー
ズズ
ンン
まま
でで
にに
感感
染染
予予
防防
及及
びび
経経
済済

活活
性性
対対
策策
がが
でで
きき
るる
かか
伺伺
うう
。。  

教
育
長
１
教
育
委
員
会
の
方
針
と
し
て

は
、
国
や
東
京
都
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
形
で
の
開
催
を
考
え
て
お
り
、
町
独

自
で
の
判
断
に
よ
る
事
業
の
中
止
は
考

え
て
お
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
て
、
万
全
の
態
勢
で

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
長
２
東

京
都
の
方
針
を
受
け
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
、
周
知
を
行
う
。
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
、
町
医
師
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
準

備
を
進
め
て
い
く
。
感
染
予
防
対
策
に
つ

い
て
は
、「
３
密
の
回
避
」「
換
気
」「
マ
ス

ク
の
着
用
」「
手
洗
い
、
消
毒
」
等
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
町
民
及
び

観
光
客
の
皆
様
に
も
周
知
、
協
力
を
お
願

い
す
る
。
経
済
活
性
対
策
で
は
、
現
時
点

で
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
町
独

自
の
経
済
対
策
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後

の
国
や
東
京
都
の
各
種
支
援
策
な
ど
の

動
向
に
も
注
視
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

適
切
な
時
期
に
経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
検
討
す
る
。  

清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

問問  

在在
宅宅
医医
療療
・・
介介
護護
連連
携携
推推
進進
事事
業業
にに
つつ
いい

てて  

答 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む  

問問  

１１  

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

  
  
  

２２  

感感
染染
防防
止止
対対
策策
とと
経経
済済
活活
性性
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

感
染
症
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
い 
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ま
え
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質質
問問
第第
５５
期期
長長
期期
総総
合合
計計
画画
のの
中中
でで
、、
健健
康康

でで
長長
生生
きき
でで
きき
るる
施施
策策
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
がが
、、

現現
在在
６６５５
歳歳
以以
上上
のの
高高
齢齢
化化
率率
がが

５５１１．．２２
％％
とと
なな

っっ
てて
おお
りり
、、
今今
後後
高高
齢齢
者者
がが
増増
加加
すす
るる
中中
でで
、、

医医
療療
とと
介介
護護
のの
両両
方方
をを
必必
要要
とと
すす
るる
状状
態態

のの
高高
齢齢
者者
がが
、、
住住
みみ
慣慣
れれ
たた
地地
域域
でで
自自
分分
らら

しし
いい
暮暮
らら
しし
をを
人人
生生
のの
最最
期期
まま
でで
続続
けけ
るる

ここ
とと
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
地地
域域
のの
医医
療療
・・
介介
護護

のの
関関
係係
機機
関関
がが
連連
携携
しし
てて
、、
包包
括括
的的
かか
つつ
継継

続続
的的
なな
在在
宅宅
医医
療療
とと
介介
護護
をを
一一
体体
的的
にに
提提

供供
でで
きき
るる
よよ
うう
連連
携携
体体
制制
のの
構構
築築
をを
推推
進進

すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
。。  

①①
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
在在
宅宅
医医
療療
・・
介介
護護
連連
携携
事事
業業

のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて
②②
国国
がが
示示
しし
たた
市市
町町
村村

のの
取取
りり
組組
むむ
事事
業業
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
実実
施施
しし

てて
いい
るる
かか
③③
町町
とと
医医
師師
会会
及及
びび
介介
護護
事事
業業

者者
とと
のの
連連
携携
のの
現現
状状
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて
④④

在在
宅宅
医医
療療
、、
介介
護護
連連
携携
にに
関関
しし
てて
同同
一一
のの
二二

次次
医医
療療
圏圏
内内
にに
ああ
るる
市市
町町
村村
やや
隣隣
接接
すす
るる

市市
町町
村村
等等
のの
広広
域域
連連
携携
にに
つつ
いい
てて
。。  

町
長
①
令
和
３
年
３
月
奥
多
摩
町
地
域

高
齢
者
支
援
計
画
を
改
訂
、
入
院
医
療
か

ら
在
宅
療
養
へ
の
円
滑
な
移
行
や
安
定

的
な
在
宅
療
養
の
継
続
の
た
め
、
専
門
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
②
町
の
介
護
支
援
専

門
員
連
絡
会
や
介
護
事
業
者
連
絡
会
を

通
じ
て
、
地
域
資
源
を
把
握
す
る
と
共
に
、

課
題
の
抽
出
と
対
応
策
に
つ
い
て
協
議

す
る
一
方
、
町
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
会
議
に

お
い
て
重
要
施
策
等
を
審
議
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
な
実
施
、
ま
た
、
町
医
師
会
及
び

介
護
事
業
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
図
っ

て
い
く
。
④
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要

と
す
る
状
態
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
町
と
し
て

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。 

  

質質
問問
１１
平平
成成
２２８８
年年
１１００
月月
、、
町町
民民
体体
育育
祭祭

がが
幕幕
をを
閉閉
じじ
、、
そそ
れれ
にに
代代
わわ
りり
平平
成成
３３００
年年

６６
月月
、、
町町
民民
のの
健健
康康
増増
進進
とと
相相
互互
のの
交交
流流

をを
図図
るる
ここ
とと
をを
目目
的的
にに
「「
第第
１１
回回
奥奥
多多
摩摩

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
」」
がが
開開
催催
ささ

れれ
たた
。。
しし
かか
しし
、、
２２
年年
後後
はは
、、
残残
念念
なな
がが

らら
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
拡拡
大大
がが
始始

まま
りり
中中
止止
とと
なな
っっ
たた
。。
今今
年年
のの
秋秋
にに
はは
、、

「「
第第
２２
回回
奥奥
多多
摩摩
スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ

ババ
ルル
」」
のの
開開
催催
がが
予予
定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
町町

をを
元元
気気
にに
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
ウウ
イイ
ズズ
ココ
ロロ
ナナ

にに
おお
けけ
るる
開開
催催
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
取取
りり
組組
むむ
考考
ええ
かか
伺伺
うう
。。
質質
問問
２２
ココ

ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
がが
始始
まま
りり
、、
２２
年年
半半

がが
経経
過過
しし
たた
。。
国国
やや
東東
京京
都都
のの
感感
染染
対対
策策
、、

経経
済済
対対
策策
もも
低低
調調
ぎぎ
みみ
だだ
。。
今今
後後
はは
「「
オオ

ミミ
クク
ロロ
ンン
株株
・・
ＢＢ
ＡＡ
４４
・・
ＢＢ
ＡＡ
５５
」」
がが
感感

染染
拡拡
大大
すす
るる
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。
ここ
のの
夏夏
のの
観観

光光
シシ
ーー
ズズ
ンン
まま
でで
にに
感感
染染
予予
防防
及及
びび
経経
済済

活活
性性
対対
策策
がが
でで
きき
るる
かか
伺伺
うう
。。  

教
育
長
１
教
育
委
員
会
の
方
針
と
し
て

は
、
国
や
東
京
都
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
形
で
の
開
催
を
考
え
て
お
り
、
町
独

自
で
の
判
断
に
よ
る
事
業
の
中
止
は
考

え
て
お
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
て
、
万
全
の
態
勢
で

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
長
２
東

京
都
の
方
針
を
受
け
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
、
周
知
を
行
う
。
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
、
町
医
師
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
準

備
を
進
め
て
い
く
。
感
染
予
防
対
策
に
つ

い
て
は
、「
３
密
の
回
避
」「
換
気
」「
マ
ス

ク
の
着
用
」「
手
洗
い
、
消
毒
」
等
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
町
民
及
び

観
光
客
の
皆
様
に
も
周
知
、
協
力
を
お
願

い
す
る
。
経
済
活
性
対
策
で
は
、
現
時
点

で
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
町
独

自
の
経
済
対
策
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後

の
国
や
東
京
都
の
各
種
支
援
策
な
ど
の

動
向
に
も
注
視
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

適
切
な
時
期
に
経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
検
討
す
る
。  

清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

問問  

在在
宅宅
医医
療療
・・
介介
護護
連連
携携
推推
進進
事事
業業
にに
つつ
いい

てて  

答 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む  

問問  

１１  

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

  
  
  

２２  

感感
染染
防防
止止
対対
策策
とと
経経
済済
活活
性性
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

感
染
症
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
い 

 
 

２ 
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え
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質質
問問
第第
５５
期期
長長
期期
総総
合合
計計
画画
のの
中中
でで
、、
健健
康康

でで
長長
生生
きき
でで
きき
るる
施施
策策
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
がが
、、

現現
在在
６６５５
歳歳
以以
上上
のの
高高
齢齢
化化
率率
がが

５５１１．．２２
％％
とと
なな

っっ
てて
おお
りり
、、
今今
後後
高高
齢齢
者者
がが
増増
加加
すす
るる
中中
でで
、、

医医
療療
とと
介介
護護
のの
両両
方方
をを
必必
要要
とと
すす
るる
状状
態態

のの
高高
齢齢
者者
がが
、、
住住
みみ
慣慣
れれ
たた
地地
域域
でで
自自
分分
らら

しし
いい
暮暮
らら
しし
をを
人人
生生
のの
最最
期期
まま
でで
続続
けけ
るる

ここ
とと
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
地地
域域
のの
医医
療療
・・
介介
護護

のの
関関
係係
機機
関関
がが
連連
携携
しし
てて
、、
包包
括括
的的
かか
つつ
継継

続続
的的
なな
在在
宅宅
医医
療療
とと
介介
護護
をを
一一
体体
的的
にに
提提

供供
でで
きき
るる
よよ
うう
連連
携携
体体
制制
のの
構構
築築
をを
推推
進進

すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
。。  

①①
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
在在
宅宅
医医
療療
・・
介介
護護
連連
携携
事事
業業

のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて
②②
国国
がが
示示
しし
たた
市市
町町
村村

のの
取取
りり
組組
むむ
事事
業業
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
実実
施施
しし

てて
いい
るる
かか
③③
町町
とと
医医
師師
会会
及及
びび
介介
護護
事事
業業

者者
とと
のの
連連
携携
のの
現現
状状
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて
④④

在在
宅宅
医医
療療
、、
介介
護護
連連
携携
にに
関関
しし
てて
同同
一一
のの
二二

次次
医医
療療
圏圏
内内
にに
ああ
るる
市市
町町
村村
やや
隣隣
接接
すす
るる

市市
町町
村村
等等
のの
広広
域域
連連
携携
にに
つつ
いい
てて
。。  

町
長
①
令
和
３
年
３
月
奥
多
摩
町
地
域

高
齢
者
支
援
計
画
を
改
訂
、
入
院
医
療
か

ら
在
宅
療
養
へ
の
円
滑
な
移
行
や
安
定

的
な
在
宅
療
養
の
継
続
の
た
め
、
専
門
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
②
町
の
介
護
支
援
専

門
員
連
絡
会
や
介
護
事
業
者
連
絡
会
を

通
じ
て
、
地
域
資
源
を
把
握
す
る
と
共
に
、

課
題
の
抽
出
と
対
応
策
に
つ
い
て
協
議

す
る
一
方
、
町
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
会
議
に

お
い
て
重
要
施
策
等
を
審
議
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
な
実
施
、
ま
た
、
町
医
師
会
及
び

介
護
事
業
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
図
っ

て
い
く
。
④
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要

と
す
る
状
態
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
町
と
し
て

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。 

  

質質
問問
１１
平平
成成
２２８８
年年
１１００
月月
、、
町町
民民
体体
育育
祭祭

がが
幕幕
をを
閉閉
じじ
、、
そそ
れれ
にに
代代
わわ
りり
平平
成成
３３００
年年

６６
月月
、、
町町
民民
のの
健健
康康
増増
進進
とと
相相
互互
のの
交交
流流

をを
図図
るる
ここ
とと
をを
目目
的的
にに
「「
第第
１１
回回
奥奥
多多
摩摩

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
」」
がが
開開
催催
ささ

れれ
たた
。。
しし
かか
しし
、、
２２
年年
後後
はは
、、
残残
念念
なな
がが

らら
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
拡拡
大大
がが
始始

まま
りり
中中
止止
とと
なな
っっ
たた
。。
今今
年年
のの
秋秋
にに
はは
、、

「「
第第
２２
回回
奥奥
多多
摩摩
スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ

ババ
ルル
」」
のの
開開
催催
がが
予予
定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
町町

をを
元元
気気
にに
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
ウウ
イイ
ズズ
ココ
ロロ
ナナ

にに
おお
けけ
るる
開開
催催
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
取取
りり
組組
むむ
考考
ええ
かか
伺伺
うう
。。
質質
問問
２２
ココ

ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
がが
始始
まま
りり
、、
２２
年年
半半

がが
経経
過過
しし
たた
。。
国国
やや
東東
京京
都都
のの
感感
染染
対対
策策
、、

経経
済済
対対
策策
もも
低低
調調
ぎぎ
みみ
だだ
。。
今今
後後
はは
「「
オオ

ミミ
クク
ロロ
ンン
株株
・・
ＢＢ
ＡＡ
４４
・・
ＢＢ
ＡＡ
５５
」」
がが
感感

染染
拡拡
大大
すす
るる
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。
ここ
のの
夏夏
のの
観観

光光
シシ
ーー
ズズ
ンン
まま
でで
にに
感感
染染
予予
防防
及及
びび
経経
済済

活活
性性
対対
策策
がが
でで
きき
るる
かか
伺伺
うう
。。  

教
育
長
１
教
育
委
員
会
の
方
針
と
し
て

は
、
国
や
東
京
都
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
形
で
の
開
催
を
考
え
て
お
り
、
町
独

自
で
の
判
断
に
よ
る
事
業
の
中
止
は
考

え
て
お
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
て
、
万
全
の
態
勢
で

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
長
２
東

京
都
の
方
針
を
受
け
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
、
周
知
を
行
う
。
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
、
町
医
師
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
準

備
を
進
め
て
い
く
。
感
染
予
防
対
策
に
つ

い
て
は
、「
３
密
の
回
避
」「
換
気
」「
マ
ス

ク
の
着
用
」「
手
洗
い
、
消
毒
」
等
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
町
民
及
び

観
光
客
の
皆
様
に
も
周
知
、
協
力
を
お
願

い
す
る
。
経
済
活
性
対
策
で
は
、
現
時
点

で
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
町
独

自
の
経
済
対
策
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後

の
国
や
東
京
都
の
各
種
支
援
策
な
ど
の

動
向
に
も
注
視
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

適
切
な
時
期
に
経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
検
討
す
る
。  

清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

問問  

在在
宅宅
医医
療療
・・
介介
護護
連連
携携
推推
進進
事事
業業
にに
つつ
いい

てて  

答 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む  

問問  

１１  

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

  
  
  

２２  

感感
染染
防防
止止
対対
策策
とと
経経
済済
活活
性性
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

感
染
症
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
い 

 
 

２ 

感
染
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る 

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 
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質質
問問
第第
５５
期期
長長
期期
総総
合合
計計
画画
のの
中中
でで
、、
健健
康康

でで
長長
生生
きき
でで
きき
るる
施施
策策
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
がが
、、

現現
在在
６６５５
歳歳
以以
上上
のの
高高
齢齢
化化
率率
がが

５５１１．．２２
％％
とと
なな

っっ
てて
おお
りり
、、
今今
後後
高高
齢齢
者者
がが
増増
加加
すす
るる
中中
でで
、、

医医
療療
とと
介介
護護
のの
両両
方方
をを
必必
要要
とと
すす
るる
状状
態態

のの
高高
齢齢
者者
がが
、、
住住
みみ
慣慣
れれ
たた
地地
域域
でで
自自
分分
らら

しし
いい
暮暮
らら
しし
をを
人人
生生
のの
最最
期期
まま
でで
続続
けけ
るる

ここ
とと
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
地地
域域
のの
医医
療療
・・
介介
護護

のの
関関
係係
機機
関関
がが
連連
携携
しし
てて
、、
包包
括括
的的
かか
つつ
継継

続続
的的
なな
在在
宅宅
医医
療療
とと
介介
護護
をを
一一
体体
的的
にに
提提

供供
でで
きき
るる
よよ
うう
連連
携携
体体
制制
のの
構構
築築
をを
推推
進進

すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
。。  

①①
奥奥
多多
摩摩
町町
のの
在在
宅宅
医医
療療
・・
介介
護護
連連
携携
事事
業業

のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて
②②
国国
がが
示示
しし
たた
市市
町町
村村

のの
取取
りり
組組
むむ
事事
業業
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
実実
施施
しし

てて
いい
るる
かか
③③
町町
とと
医医
師師
会会
及及
びび
介介
護護
事事
業業

者者
とと
のの
連連
携携
のの
現現
状状
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて
④④

在在
宅宅
医医
療療
、、
介介
護護
連連
携携
にに
関関
しし
てて
同同
一一
のの
二二

次次
医医
療療
圏圏
内内
にに
ああ
るる
市市
町町
村村
やや
隣隣
接接
すす
るる

市市
町町
村村
等等
のの
広広
域域
連連
携携
にに
つつ
いい
てて
。。  

町
長
①
令
和
３
年
３
月
奥
多
摩
町
地
域

高
齢
者
支
援
計
画
を
改
訂
、
入
院
医
療
か

ら
在
宅
療
養
へ
の
円
滑
な
移
行
や
安
定

的
な
在
宅
療
養
の
継
続
の
た
め
、
専
門
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
支
援
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
②
町
の
介
護
支
援
専

門
員
連
絡
会
や
介
護
事
業
者
連
絡
会
を

通
じ
て
、
地
域
資
源
を
把
握
す
る
と
共
に
、

課
題
の
抽
出
と
対
応
策
に
つ
い
て
協
議

す
る
一
方
、
町
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
会
議
に

お
い
て
重
要
施
策
等
を
審
議
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
な
実
施
、
ま
た
、
町
医
師
会
及
び

介
護
事
業
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
図
っ

て
い
く
。
④
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要

と
す
る
状
態
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
町
と
し
て

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。 

  

質質
問問
１１
平平
成成
２２８８
年年
１１００
月月
、、
町町
民民
体体
育育
祭祭

がが
幕幕
をを
閉閉
じじ
、、
そそ
れれ
にに
代代
わわ
りり
平平
成成
３３００
年年

６６
月月
、、
町町
民民
のの
健健
康康
増増
進進
とと
相相
互互
のの
交交
流流

をを
図図
るる
ここ
とと
をを
目目
的的
にに
「「
第第
１１
回回
奥奥
多多
摩摩

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
」」
がが
開開
催催
ささ

れれ
たた
。。
しし
かか
しし
、、
２２
年年
後後
はは
、、
残残
念念
なな
がが

らら
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
拡拡
大大
がが
始始

まま
りり
中中
止止
とと
なな
っっ
たた
。。
今今
年年
のの
秋秋
にに
はは
、、

「「
第第
２２
回回
奥奥
多多
摩摩
スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ

ババ
ルル
」」
のの
開開
催催
がが
予予
定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
町町

をを
元元
気気
にに
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
ウウ
イイ
ズズ
ココ
ロロ
ナナ

にに
おお
けけ
るる
開開
催催
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
取取
りり
組組
むむ
考考
ええ
かか
伺伺
うう
。。
質質
問問
２２
ココ

ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
がが
始始
まま
りり
、、
２２
年年
半半

がが
経経
過過
しし
たた
。。
国国
やや
東東
京京
都都
のの
感感
染染
対対
策策
、、

経経
済済
対対
策策
もも
低低
調調
ぎぎ
みみ
だだ
。。
今今
後後
はは
「「
オオ

ミミ
クク
ロロ
ンン
株株
・・
ＢＢ
ＡＡ
４４
・・
ＢＢ
ＡＡ
５５
」」
がが
感感

染染
拡拡
大大
すす
るる
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。
ここ
のの
夏夏
のの
観観

光光
シシ
ーー
ズズ
ンン
まま
でで
にに
感感
染染
予予
防防
及及
びび
経経
済済

活活
性性
対対
策策
がが
でで
きき
るる
かか
伺伺
うう
。。  

教
育
長
１
教
育
委
員
会
の
方
針
と
し
て

は
、
国
や
東
京
都
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
形
で
の
開
催
を
考
え
て
お
り
、
町
独

自
で
の
判
断
に
よ
る
事
業
の
中
止
は
考

え
て
お
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
て
、
万
全
の
態
勢
で

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
長
２
東

京
都
の
方
針
を
受
け
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
、
周
知
を
行
う
。
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
、
町
医
師
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
準

備
を
進
め
て
い
く
。
感
染
予
防
対
策
に
つ

い
て
は
、「
３
密
の
回
避
」「
換
気
」「
マ
ス

ク
の
着
用
」「
手
洗
い
、
消
毒
」
等
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
町
民
及
び

観
光
客
の
皆
様
に
も
周
知
、
協
力
を
お
願

い
す
る
。
経
済
活
性
対
策
で
は
、
現
時
点

で
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
町
独

自
の
経
済
対
策
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後

の
国
や
東
京
都
の
各
種
支
援
策
な
ど
の

動
向
に
も
注
視
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

適
切
な
時
期
に
経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
検
討
す
る
。  

清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

問問  

在在
宅宅
医医
療療
・・
介介
護護
連連
携携
推推
進進
事事
業業
にに
つつ
いい

てて  

答 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む  

問問  

１１  

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

  
  
  

２２  

感感
染染
防防
止止
対対
策策
とと
経経
済済
活活
性性
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

感
染
症
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
い 

 
 

２ 

感
染
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る 

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

問	

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て

問	

１	

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て	

	

２	

感
染
防
止
対
策
と
経
済
活
性
に
つ
い
て

答	

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、生
き
が
い
づ
く
り
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む

答	

１	

感
染
症
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
い

　
　

２	

感
染
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
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 質質

問問
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
とと
はは
、、
００
歳歳
児児
健健

診診
のの
際際
にに
絵絵
本本
をを
開開
くく
体体
験験
とと
絵絵
本本
をを
セセ

ッッ
トト
にに
しし
てて
贈贈
るる
自自
治治
体体
のの
事事
業業
でで
ああ
るる
。。

奥奥
多多
摩摩
町町
第第
２２
期期
子子
どど
もも
・・
子子
育育
てて
支支
援援

事事
業業
計計
画画
のの
第第
４４
章章
にに
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト

事事
業業
がが
明明
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
所所
管管
はは
社社
会会

教教
育育
係係
でで
ああ
りり
、、
活活
動動
とと
しし
てて
はは
図図
書書
館館

にに
幼幼
児児
向向
けけ
ココ
ーー
ナナ
ーー
をを
設設
けけ
てて
いい
るる
とと

のの
事事
だだ
がが
、、
本本
来来
のの
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事

業業
にに
合合
致致
すす
るる
もも
のの
とと
はは
言言
ええ
なな
いい
。。
子子

どど
もも
家家
庭庭
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
きき
ここ
りり
んん
のの
職職

員員
にに
よよ
るる
「「
絵絵
本本
とと
いい
っっ
しし
ょょ
」」
はは
住住
民民
かか

らら
もも
好好
評評
でで
ああ
りり
、、
まま
たた
図図
書書
館館
のの
ララ
イイ

ブブ
ララ
リリ
ーー
通通
信信
かか
らら
はは
図図
書書
館館
活活
動動
のの  

  

意意
欲欲
がが
感感
じじ
らら
れれ
、、
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事

業業
とと
しし
てて
のの
実実
質質
化化
をを
図図
るる
事事
はは
可可
能能
でで

ああ
るる
。。
町町
でで
育育
つつ
全全
てて
のの
子子
供供
達達
にに
本本
とと

のの
素素
敵敵
なな
出出
会会
いい
をを
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
今今
後後

のの
町町
のの
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事
業業
のの
展展
開開
はは
。。  

      

町町
長長
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
奥
多
摩

町
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
主
要
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
今
年
度

の
国
・
都
の
感
染
対
策
を
受
け
、
ま
た
町
の

対
応
も
踏
ま
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
３
・
４
か
月
健
康
診
査
の
際
に
、
民

生
・
児
童
委
員
と
乳
児
と
保
護
者
の
顔
合

わ
せ
の
場
を
設
け
る
事
と
し
、
そ
の
際
に

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
事
と
し
た
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
き
こ
り
ん
に

お
い
て
は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
「
絵
本
と

い
っ
し
ょ
」
を
通
じ
て
、
親
子
で
絵
本
に
触

れ
あ
っ
て
頂
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。
町

内
の
図
書
館
に
お
い
て
絵
本
に
触
れ
る
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
魅
力
的

な
絵
本
の
蔵
書
の
充
実
を
図
る
。
改
め
て

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
重
要
性
を

再
認
識
し
、
現
在
の
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
る
と
共
に
、
福
祉
保
健
課
と
教
育
課
が

連
携
し
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。 

    

質質
問問
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
従従
事事
者者
のの
体体
制制
はは
、、

ほほ
とと
んん
どど
のの
方方
がが
町町
内内
のの
医医
療療
関関
係係
者者
とと

町町
役役
場場
職職
員員
でで
のの
対対
応応
でで
、、
一一
般般
のの
町町
民民

のの
接接
種種
はは
土土
・・
日日
曜曜
日日
にに
実実
施施
ささ
れれ
たた
。。
そそ

のの
たた
めめ
、、
他他
市市
町町
村村
とと
比比
較較
しし
接接
種種
がが
遅遅

くく
なな
っっ
たた
。。
まま
たた
、、
接接
種種
従従
事事
者者
はは
休休
日日
出出

勤勤
のの
たた
めめ
、、
振振
替替
休休
暇暇
をを
取取
るる
ここ
とと
でで
、、
通通

常常
業業
務務
にに
負負
担担
がが
多多
くく
なな
りり
、、
支支
障障
をを
来来

たた
ささ
なな
かか
っっ
たた
かか
危危
惧惧
ささ
れれ
るる
。。
ココ
ロロ
ナナ

のの
戦戦
いい
はは
長長
期期
にに
なな
りり
、、
今今
後後
のの
ワワ
クク
チチ

ンン
接接
種種
はは
東東
京京
都都
・・
自自
衛衛
隊隊
なな
どど
のの
支支
援援

をを
活活
用用
しし
、、
平平
日日
のの
接接
種種
日日
をを
設設
けけ
てて
スス

ピピ
ーー
デデ
ィィ
ーー
なな
接接
種種
がが
出出
来来
るる
体体
制制
にに
再再

構構
築築
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
がが
、、
町町
長長

のの
考考
ええ
はは
。。  

町町
長長
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
、
国
か

ら
全
額
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

他
自
治
体
で
は
、
従
事
者
を
民
間
の
派
遣

会
社
か
ら
手
配
を
受
け
て
い
る
例
も
あ
る

が
、
同
一
人
物
の
派
遣
で
は
な
く
、
接
種
日

ご
と
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
ま
た
、
希
望
人
数
の
確
保
も
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
職
員
の
振
替
休
暇
の
取

得
に
よ
る
通
常
業
務
へ
の
支
障
を
指
摘
さ

れ
た
が
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
万
全
の

体
制
で
実
施
す
る
た
め
に
は
、
通
常
の
医

療
体
制
、
ま
た
事
務
で
は
通
常
業
務
と
の

両
立
の
観
点
か
ら
、
平
日
で
は
な
く
休
日

で
の
集
団
接
種
の
対
応
で
あ
る
こ
と
。
当

町
は
、
一
昨
年
、
令
和
２
年
４
月
、
国
の

「
緊
急
事
態
宣
言
発
令
」
以
来
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
感
染
対
策
の
ほ
か
、
集
団

接
種
対
応
を
実
施
し
て
お
り
、
災
害
対
応

が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
万

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
さ
ら
に
高

い
感
染
力
と
強
毒
性
に
変
異
し
た
場
合
や
、

新
た
に
、
病
原
性
の
強
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

現
在
の
接
種
体
制
を
再
構
築
し
、
民
間
か

ら
の
従
事
者
の
確
保
を
、
町
民
の
方
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
含
め
、
平
日
の
接

種
、
複
数
会
場
で
の
接
種
を
検
討
す
る
。  

問問  

ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

問問  

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
体体
制制
のの
再再
構構
築築

にに
つつ
いい
てて  

答 

今
後
万
一
、
高
い
感
染
力
・
強
毒
性
に
変
異
し

た
場
合
、
接
種
体
制
の
再
構
築
を
検
討
す
る 

ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

清新会 

木村
き む ら

 圭
けい

議員 

答 

事
業
の
重
要
性
を
再
認
識
し
充
実
し
て
い
く  
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 質質
問問
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
とと
はは
、、
００
歳歳
児児
健健

診診
のの
際際
にに
絵絵
本本
をを
開開
くく
体体
験験
とと
絵絵
本本
をを
セセ

ッッ
トト
にに
しし
てて
贈贈
るる
自自
治治
体体
のの
事事
業業
でで
ああ
るる
。。

奥奥
多多
摩摩
町町
第第
２２
期期
子子
どど
もも
・・
子子
育育
てて
支支
援援

事事
業業
計計
画画
のの
第第
４４
章章
にに
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト

事事
業業
がが
明明
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
所所
管管
はは
社社
会会

教教
育育
係係
でで
ああ
りり
、、
活活
動動
とと
しし
てて
はは
図図
書書
館館

にに
幼幼
児児
向向
けけ
ココ
ーー
ナナ
ーー
をを
設設
けけ
てて
いい
るる
とと

のの
事事
だだ
がが
、、
本本
来来
のの
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事

業業
にに
合合
致致
すす
るる
もも
のの
とと
はは
言言
ええ
なな
いい
。。
子子

どど
もも
家家
庭庭
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
きき
ここ
りり
んん
のの
職職

員員
にに
よよ
るる
「「
絵絵
本本
とと
いい
っっ
しし
ょょ
」」
はは
住住
民民
かか

らら
もも
好好
評評
でで
ああ
りり
、、
まま
たた
図図
書書
館館
のの
ララ
イイ

ブブ
ララ
リリ
ーー
通通
信信
かか
らら
はは
図図
書書
館館
活活
動動
のの  

  

意意
欲欲
がが
感感
じじ
らら
れれ
、、
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事

業業
とと
しし
てて
のの
実実
質質
化化
をを
図図
るる
事事
はは
可可
能能
でで

ああ
るる
。。
町町
でで
育育
つつ
全全
てて
のの
子子
供供
達達
にに
本本
とと

のの
素素
敵敵
なな
出出
会会
いい
をを
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
今今
後後

のの
町町
のの
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事
業業
のの
展展
開開
はは
。。  

      

町町
長長
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
奥
多
摩

町
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
主
要
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
今
年
度

の
国
・
都
の
感
染
対
策
を
受
け
、
ま
た
町
の

対
応
も
踏
ま
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
３
・
４
か
月
健
康
診
査
の
際
に
、
民

生
・
児
童
委
員
と
乳
児
と
保
護
者
の
顔
合

わ
せ
の
場
を
設
け
る
事
と
し
、
そ
の
際
に

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
事
と
し
た
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
き
こ
り
ん
に

お
い
て
は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
「
絵
本
と

い
っ
し
ょ
」
を
通
じ
て
、
親
子
で
絵
本
に
触

れ
あ
っ
て
頂
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。
町

内
の
図
書
館
に
お
い
て
絵
本
に
触
れ
る
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
魅
力
的

な
絵
本
の
蔵
書
の
充
実
を
図
る
。
改
め
て

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
重
要
性
を

再
認
識
し
、
現
在
の
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
る
と
共
に
、
福
祉
保
健
課
と
教
育
課
が

連
携
し
事
業
を
推
進
し
て
い
く
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のの
接接
種種
はは
土土
・・
日日
曜曜
日日
にに
実実
施施
ささ
れれ
たた
。。
そそ

のの
たた
めめ
、、
他他
市市
町町
村村
とと
比比
較較
しし
接接
種種
がが
遅遅

くく
なな
っっ
たた
。。
まま
たた
、、
接接
種種
従従
事事
者者
はは
休休
日日
出出

勤勤
のの
たた
めめ
、、
振振
替替
休休
暇暇
をを
取取
るる
ここ
とと
でで
、、
通通

常常
業業
務務
にに
負負
担担
がが
多多
くく
なな
りり
、、
支支
障障
をを
来来

たた
ささ
なな
かか
っっ
たた
かか
危危
惧惧
ささ
れれ
るる
。。
ココ
ロロ
ナナ

のの
戦戦
いい
はは
長長
期期
にに
なな
りり
、、
今今
後後
のの
ワワ
クク
チチ

ンン
接接
種種
はは
東東
京京
都都
・・
自自
衛衛
隊隊
なな
どど
のの
支支
援援

をを
活活
用用
しし
、、
平平
日日
のの
接接
種種
日日
をを
設設
けけ
てて
スス

ピピ
ーー
デデ
ィィ
ーー
なな
接接
種種
がが
出出
来来
るる
体体
制制
にに
再再

構構
築築
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
がが
、、
町町
長長

のの
考考
ええ
はは
。。  

町町
長長
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
、
国
か

ら
全
額
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

他
自
治
体
で
は
、
従
事
者
を
民
間
の
派
遣

会
社
か
ら
手
配
を
受
け
て
い
る
例
も
あ
る

が
、
同
一
人
物
の
派
遣
で
は
な
く
、
接
種
日

ご
と
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
ま
た
、
希
望
人
数
の
確
保
も
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
職
員
の
振
替
休
暇
の
取

得
に
よ
る
通
常
業
務
へ
の
支
障
を
指
摘
さ

れ
た
が
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
万
全
の

体
制
で
実
施
す
る
た
め
に
は
、
通
常
の
医

療
体
制
、
ま
た
事
務
で
は
通
常
業
務
と
の

両
立
の
観
点
か
ら
、
平
日
で
は
な
く
休
日

で
の
集
団
接
種
の
対
応
で
あ
る
こ
と
。
当

町
は
、
一
昨
年
、
令
和
２
年
４
月
、
国
の

「
緊
急
事
態
宣
言
発
令
」
以
来
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
感
染
対
策
の
ほ
か
、
集
団

接
種
対
応
を
実
施
し
て
お
り
、
災
害
対
応

が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
万

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
さ
ら
に
高

い
感
染
力
と
強
毒
性
に
変
異
し
た
場
合
や
、

新
た
に
、
病
原
性
の
強
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

現
在
の
接
種
体
制
を
再
構
築
し
、
民
間
か

ら
の
従
事
者
の
確
保
を
、
町
民
の
方
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
含
め
、
平
日
の
接

種
、
複
数
会
場
で
の
接
種
を
検
討
す
る
。  
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ブブ
ッッ
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スス
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トト
事事
業業
にに
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てて  
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型型
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ワワ
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チチ
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接接
種種
体体
制制
のの
再再
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築築

にに
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今
後
万
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高
い
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染
力
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強
毒
性
に
変
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た
場
合
、
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体
制
の
再
構
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を
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事
業
の
重
要
性
を
再
認
識
し
充
実
し
て
い
く  
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 質質

問問
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
とと
はは
、、
００
歳歳
児児
健健

診診
のの
際際
にに
絵絵
本本
をを
開開
くく
体体
験験
とと
絵絵
本本
をを
セセ

ッッ
トト
にに
しし
てて
贈贈
るる
自自
治治
体体
のの
事事
業業
でで
ああ
るる
。。

奥奥
多多
摩摩
町町
第第
２２
期期
子子
どど
もも
・・
子子
育育
てて
支支
援援

事事
業業
計計
画画
のの
第第
４４
章章
にに
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト

事事
業業
がが
明明
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
所所
管管
はは
社社
会会

教教
育育
係係
でで
ああ
りり
、、
活活
動動
とと
しし
てて
はは
図図
書書
館館

にに
幼幼
児児
向向
けけ
ココ
ーー
ナナ
ーー
をを
設設
けけ
てて
いい
るる
とと

のの
事事
だだ
がが
、、
本本
来来
のの
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事

業業
にに
合合
致致
すす
るる
もも
のの
とと
はは
言言
ええ
なな
いい
。。
子子

どど
もも
家家
庭庭
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
きき
ここ
りり
んん
のの
職職

員員
にに
よよ
るる
「「
絵絵
本本
とと
いい
っっ
しし
ょょ
」」
はは
住住
民民
かか

らら
もも
好好
評評
でで
ああ
りり
、、
まま
たた
図図
書書
館館
のの
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イイ

ブブ
ララ
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通通
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かか
らら
はは
図図
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活活
動動
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らら
れれ
、、
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
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トト
事事

業業
とと
しし
てて
のの
実実
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をを
図図
るる
事事
はは
可可
能能
でで

ああ
るる
。。
町町
でで
育育
つつ
全全
てて
のの
子子
供供
達達
にに
本本
とと

のの
素素
敵敵
なな
出出
会会
いい
をを
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
今今
後後

のの
町町
のの
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事
業業
のの
展展
開開
はは
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長長
ブ
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ス
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ト
事
業
は
、
奥
多
摩

町
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
主
要
事
業
の
一
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で
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る
。
今
年
度

の
国
・
都
の
感
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対
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を
受
け
、
ま
た
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も
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ま
え
、
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セ
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で
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委
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と
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合
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を
設
け
る
事
と
し
、
そ
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際
に

絵
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の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
事
と
し
た
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
き
こ
り
ん
に

お
い
て
は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
「
絵
本
と

い
っ
し
ょ
」
を
通
じ
て
、
親
子
で
絵
本
に
触

れ
あ
っ
て
頂
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。
町

内
の
図
書
館
に
お
い
て
絵
本
に
触
れ
る
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
魅
力
的

な
絵
本
の
蔵
書
の
充
実
を
図
る
。
改
め
て

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
重
要
性
を

再
認
識
し
、
現
在
の
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
る
と
共
に
、
福
祉
保
健
課
と
教
育
課
が

連
携
し
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。 

    

質質
問問
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
従従
事事
者者
のの
体体
制制
はは
、、

ほほ
とと
んん
どど
のの
方方
がが
町町
内内
のの
医医
療療
関関
係係
者者
とと

町町
役役
場場
職職
員員
でで
のの
対対
応応
でで
、、
一一
般般
のの
町町
民民

のの
接接
種種
はは
土土
・・
日日
曜曜
日日
にに
実実
施施
ささ
れれ
たた
。。
そそ

のの
たた
めめ
、、
他他
市市
町町
村村
とと
比比
較較
しし
接接
種種
がが
遅遅

くく
なな
っっ
たた
。。
まま
たた
、、
接接
種種
従従
事事
者者
はは
休休
日日
出出

勤勤
のの
たた
めめ
、、
振振
替替
休休
暇暇
をを
取取
るる
ここ
とと
でで
、、
通通

常常
業業
務務
にに
負負
担担
がが
多多
くく
なな
りり
、、
支支
障障
をを
来来

たた
ささ
なな
かか
っっ
たた
かか
危危
惧惧
ささ
れれ
るる
。。
ココ
ロロ
ナナ

のの
戦戦
いい
はは
長長
期期
にに
なな
りり
、、
今今
後後
のの
ワワ
クク
チチ

ンン
接接
種種
はは
東東
京京
都都
・・
自自
衛衛
隊隊
なな
どど
のの
支支
援援

をを
活活
用用
しし
、、
平平
日日
のの
接接
種種
日日
をを
設設
けけ
てて
スス

ピピ
ーー
デデ
ィィ
ーー
なな
接接
種種
がが
出出
来来
るる
体体
制制
にに
再再

構構
築築
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
がが
、、
町町
長長

のの
考考
ええ
はは
。。  

町町
長長
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
、
国
か

ら
全
額
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

他
自
治
体
で
は
、
従
事
者
を
民
間
の
派
遣

会
社
か
ら
手
配
を
受
け
て
い
る
例
も
あ
る

が
、
同
一
人
物
の
派
遣
で
は
な
く
、
接
種
日

ご
と
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
ま
た
、
希
望
人
数
の
確
保
も
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
職
員
の
振
替
休
暇
の
取

得
に
よ
る
通
常
業
務
へ
の
支
障
を
指
摘
さ

れ
た
が
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
万
全
の

体
制
で
実
施
す
る
た
め
に
は
、
通
常
の
医

療
体
制
、
ま
た
事
務
で
は
通
常
業
務
と
の

両
立
の
観
点
か
ら
、
平
日
で
は
な
く
休
日

で
の
集
団
接
種
の
対
応
で
あ
る
こ
と
。
当

町
は
、
一
昨
年
、
令
和
２
年
４
月
、
国
の

「
緊
急
事
態
宣
言
発
令
」
以
来
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
感
染
対
策
の
ほ
か
、
集
団

接
種
対
応
を
実
施
し
て
お
り
、
災
害
対
応

が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
万

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
さ
ら
に
高

い
感
染
力
と
強
毒
性
に
変
異
し
た
場
合
や
、

新
た
に
、
病
原
性
の
強
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

現
在
の
接
種
体
制
を
再
構
築
し
、
民
間
か

ら
の
従
事
者
の
確
保
を
、
町
民
の
方
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
含
め
、
平
日
の
接

種
、
複
数
会
場
で
の
接
種
を
検
討
す
る
。  

問問  

ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

問問  

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
体体
制制
のの
再再
構構
築築

にに
つつ
いい
てて  

答 

今
後
万
一
、
高
い
感
染
力
・
強
毒
性
に
変
異
し

た
場
合
、
接
種
体
制
の
再
構
築
を
検
討
す
る 
ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

清新会 

木村
き む ら

 圭
けい

議員 

答 

事
業
の
重
要
性
を
再
認
識
し
充
実
し
て
い
く  
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問問
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
とと
はは
、、
００
歳歳
児児
健健

診診
のの
際際
にに
絵絵
本本
をを
開開
くく
体体
験験
とと
絵絵
本本
をを
セセ

ッッ
トト
にに
しし
てて
贈贈
るる
自自
治治
体体
のの
事事
業業
でで
ああ
るる
。。

奥奥
多多
摩摩
町町
第第
２２
期期
子子
どど
もも
・・
子子
育育
てて
支支
援援

事事
業業
計計
画画
のの
第第
４４
章章
にに
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト

事事
業業
がが
明明
記記
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
所所
管管
はは
社社
会会

教教
育育
係係
でで
ああ
りり
、、
活活
動動
とと
しし
てて
はは
図図
書書
館館

にに
幼幼
児児
向向
けけ
ココ
ーー
ナナ
ーー
をを
設設
けけ
てて
いい
るる
とと

のの
事事
だだ
がが
、、
本本
来来
のの
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事

業業
にに
合合
致致
すす
るる
もも
のの
とと
はは
言言
ええ
なな
いい
。。
子子

どど
もも
家家
庭庭
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
きき
ここ
りり
んん
のの
職職

員員
にに
よよ
るる
「「
絵絵
本本
とと
いい
っっ
しし
ょょ
」」
はは
住住
民民
かか

らら
もも
好好
評評
でで
ああ
りり
、、
まま
たた
図図
書書
館館
のの
ララ
イイ

ブブ
ララ
リリ
ーー
通通
信信
かか
らら
はは
図図
書書
館館
活活
動動
のの  

  

意意
欲欲
がが
感感
じじ
らら
れれ
、、
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事

業業
とと
しし
てて
のの
実実
質質
化化
をを
図図
るる
事事
はは
可可
能能
でで

ああ
るる
。。
町町
でで
育育
つつ
全全
てて
のの
子子
供供
達達
にに
本本
とと

のの
素素
敵敵
なな
出出
会会
いい
をを
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
今今
後後

のの
町町
のの
ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事
業業
のの
展展
開開
はは
。。  

      

町町
長長
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
奥
多
摩

町
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
主
要
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
今
年
度

の
国
・
都
の
感
染
対
策
を
受
け
、
ま
た
町
の

対
応
も
踏
ま
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
３
・
４
か
月
健
康
診
査
の
際
に
、
民

生
・
児
童
委
員
と
乳
児
と
保
護
者
の
顔
合

わ
せ
の
場
を
設
け
る
事
と
し
、
そ
の
際
に

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
事
と
し
た
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
き
こ
り
ん
に

お
い
て
は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
「
絵
本
と

い
っ
し
ょ
」
を
通
じ
て
、
親
子
で
絵
本
に
触

れ
あ
っ
て
頂
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。
町

内
の
図
書
館
に
お
い
て
絵
本
に
触
れ
る
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
魅
力
的

な
絵
本
の
蔵
書
の
充
実
を
図
る
。
改
め
て

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
重
要
性
を

再
認
識
し
、
現
在
の
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
る
と
共
に
、
福
祉
保
健
課
と
教
育
課
が

連
携
し
事
業
を
推
進
し
て
い
く
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質質
問問
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
従従
事事
者者
のの
体体
制制
はは
、、

ほほ
とと
んん
どど
のの
方方
がが
町町
内内
のの
医医
療療
関関
係係
者者
とと

町町
役役
場場
職職
員員
でで
のの
対対
応応
でで
、、
一一
般般
のの
町町
民民

のの
接接
種種
はは
土土
・・
日日
曜曜
日日
にに
実実
施施
ささ
れれ
たた
。。
そそ

のの
たた
めめ
、、
他他
市市
町町
村村
とと
比比
較較
しし
接接
種種
がが
遅遅

くく
なな
っっ
たた
。。
まま
たた
、、
接接
種種
従従
事事
者者
はは
休休
日日
出出

勤勤
のの
たた
めめ
、、
振振
替替
休休
暇暇
をを
取取
るる
ここ
とと
でで
、、
通通

常常
業業
務務
にに
負負
担担
がが
多多
くく
なな
りり
、、
支支
障障
をを
来来

たた
ささ
なな
かか
っっ
たた
かか
危危
惧惧
ささ
れれ
るる
。。
ココ
ロロ
ナナ

のの
戦戦
いい
はは
長長
期期
にに
なな
りり
、、
今今
後後
のの
ワワ
クク
チチ

ンン
接接
種種
はは
東東
京京
都都
・・
自自
衛衛
隊隊
なな
どど
のの
支支
援援

をを
活活
用用
しし
、、
平平
日日
のの
接接
種種
日日
をを
設設
けけ
てて
スス

ピピ
ーー
デデ
ィィ
ーー
なな
接接
種種
がが
出出
来来
るる
体体
制制
にに
再再

構構
築築
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
がが
、、
町町
長長

のの
考考
ええ
はは
。。  

町町
長長
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
、
国
か

ら
全
額
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

他
自
治
体
で
は
、
従
事
者
を
民
間
の
派
遣

会
社
か
ら
手
配
を
受
け
て
い
る
例
も
あ
る

が
、
同
一
人
物
の
派
遣
で
は
な
く
、
接
種
日

ご
と
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
ま
た
、
希
望
人
数
の
確
保
も
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
職
員
の
振
替
休
暇
の
取

得
に
よ
る
通
常
業
務
へ
の
支
障
を
指
摘
さ

れ
た
が
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
万
全
の

体
制
で
実
施
す
る
た
め
に
は
、
通
常
の
医

療
体
制
、
ま
た
事
務
で
は
通
常
業
務
と
の

両
立
の
観
点
か
ら
、
平
日
で
は
な
く
休
日

で
の
集
団
接
種
の
対
応
で
あ
る
こ
と
。
当

町
は
、
一
昨
年
、
令
和
２
年
４
月
、
国
の

「
緊
急
事
態
宣
言
発
令
」
以
来
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
感
染
対
策
の
ほ
か
、
集
団

接
種
対
応
を
実
施
し
て
お
り
、
災
害
対
応

が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
万

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
さ
ら
に
高

い
感
染
力
と
強
毒
性
に
変
異
し
た
場
合
や
、

新
た
に
、
病
原
性
の
強
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

現
在
の
接
種
体
制
を
再
構
築
し
、
民
間
か

ら
の
従
事
者
の
確
保
を
、
町
民
の
方
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
含
め
、
平
日
の
接

種
、
複
数
会
場
で
の
接
種
を
検
討
す
る
。  

問問  

ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

問問  

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
体体
制制
のの
再再
構構
築築

にに
つつ
いい
てて  

答 

今
後
万
一
、
高
い
感
染
力
・
強
毒
性
に
変
異
し

た
場
合
、
接
種
体
制
の
再
構
築
を
検
討
す
る 
ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

清新会 

木村
き む ら

 圭
けい

議員 

答 

事
業
の
重
要
性
を
再
認
識
し
充
実
し
て
い
く  

問	

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

問	

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
再
構
築

に
つ
い
て

答	

事
業
の
重
要
性
を
再
認
識
し
充
実
し
て
い
く

答	

今
後
万
一
、
高
い
感
染
力
・
強
毒
性
に
変
異
し

た
場
合
、
接
種
体
制
の
再
構
築
を
検
討
す
る
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 質質

問問
２２
００
２２
２２
年年
４４
月月
、、
労労
働働
施施
策策
総総
合合

推推
進進
法法
にに
よよ
りり
、、
大大
企企
業業
とと
中中
小小
企企
業業
でで

のの
パパ
ワワ
ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
のの
予予
防防
・・
解解
決決

がが
義義
務務
化化
ささ
れれ
たた
。。  

介介
護護
職職
はは
、、
一一
般般
的的
にに
離離
職職
率率
がが
高高
くく
人人

員員
不不
足足
とと
いい
わわ
れれ
、、
スス
トト
レレ
スス
負負
荷荷
のの
大大

きき
いい
職職
種種
でで
もも
ああ
るる
。。
町町
内内
福福
祉祉
事事
業業
者者

にに
おお
いい
てて
もも
やや
はは
りり
慢慢
性性
的的
なな
人人
員員
不不
足足

のの
状状
況況
にに
ああ
りり
、、
パパ
ワワ
ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト

のの
防防
止止
等等
、、
良良
好好
なな
職職
場場
環環
境境
をを
維維
持持
すす

るる
ここ
とと
はは
、、
将将
来来
のの
当当
町町
のの
産産
業業
構構
造造
維維

持持
にに
必必
須須
とと
いい
ええ
るる
。。  

パパ
ワワ
ハハ
ララ
防防
止止
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
内内
老老
人人
福福

祉祉
施施
設設
・・
介介
護護
老老
人人
福福
祉祉
施施
設設
のの
各各
事事
業業

所所
のの
取取
組組
をを
町町
はは
把把
握握
しし
てて
いい
るる
かか
。。  

町町
長長
介
護
保
険
法
上
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
は
町
が
事
業
者
の
指
定
・
指
導
を
行

う
。
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
都
道
府
県
が

事
業
者
指
定
・
指
導
を
行
う
こ
と
か
ら
、

町
内
所
在
の
４
施
設
で
の
取
組
を
町
と

し
て
具
体
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

い
ず
れ
の
施
設
も
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
東
京
都
に
お
い
て
は
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
が
福
祉
保
健
局
の
委
託
事

業
と
し
て
実
施
す
る
「
介
護
現
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
事
業
」
で
の
、
利

用
者
や
家
族
等
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
相
談
や
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
、
各
事
業
者
に
お
い
て
適
正
に
取
組
ま

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

今
後
、
町
内
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
対
象
と
す
る
事
業
者
連
絡
会
な
ど

を
通
じ
て
、
各
事
業
者
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

の
取
組
状
況
を
町
と
し
て
把
握
し
、
事
業

者
間
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
町
内
の

介
護
事
業
者
に
お
け
る
労
働
環
境
の
改

善
を
図
れ
る
よ
う
、
事
業
者
と
の
連
携
を

推
進
し
て
い
く
。 

 
質質
問問
11

文文
部部
科科
学学
省省
はは
学学
校校
にに
おお
けけ
るる

幼幼
児児
、、
児児
童童
、、
生生
徒徒
のの
発発
育育
及及
びび
健健
康康
状状

態態
をを
把把
握握
すす
るる
たた
めめ
学学
校校
保保
健健
統統
計計
調調
査査

をを
昭昭
和和
２２３３
年年
度度
よよ
りり
毎毎
年年
実実
施施
しし
てて
いい

るる
。。
令令
和和
２２
年年
度度
のの
調調
査査
項項
目目
はは
①①
眼眼
のの

疾疾
病病
・・
異異
常常
②②
耳耳
疾疾
患患
③③
鼻鼻
・・
副副
鼻鼻
腔腔
疾疾

患患
④④
むむ
しし
歯歯
⑤⑤
せせ
きき
柱柱
・・
胸胸
郭郭
・・
四四
肢肢
状状

態態
⑥⑥
アア
トト
ピピ
ーー
性性
皮皮
膚膚
炎炎
⑦⑦
ぜぜ
んん
息息
⑧⑧
心心

電電
図図
異異
常常
⑨⑨
蛋蛋
白白
検検
出出
⑩⑩
裸裸
眼眼
視視
力力
１１．．００

未未
満満
のの
者者
。。
特特
にに
⑩⑩
のの
者者
がが
２２５５
％％
かか
らら

６６５５
％％
とと
報報
告告
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
⑩⑩
のの
項項
目目
にに

つつ
いい
てて
問問
うう
。。
❶❶
裸裸
眼眼
視視
力力
11..00
未未
満満
のの
者者

のの
数数
はは
❷❷
現現
在在
行行
っっ
てて
いい
るる
学学
校校
家家
庭庭
でで

のの
対対
処処
法法
はは
❸❸
今今
後後
のの
対対
応応
はは
。。  

質質
問問
２２
「「
奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
」」
のの
境境
集集
落落

西西
側側
でで
残残
壁壁
崩崩
落落
がが
起起
ここ
りり
車車
両両
通通
行行
止止

めめ
なな
っっ
てて
いい
るる
がが
人人
のの
通通
行行
はは
可可
能能
とと
なな

っっ
てて
いい
るる
。。
雨雨
季季
とと
なな
りり
ささ
らら
にに
崩崩
落落
がが

予予
想想
ささ
れれ
るる
たた
めめ
全全
面面
交交
通通
止止
めめ
にに
すす
べべ

きき
だだ
。。
地地
域域
住住
民民
やや
観観
光光
客客
がが
安安
全全
でで
安安

心心
しし
てて
利利
用用
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
道道
路路
維維
持持
管管

理理
にに
万万
全全
をを
期期
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。  

教
育
長
１
❶
令
和
４
年
５
月
現
在
状
況

は
古
里
小

４３．０
％
、
氷
川
小

６１．１
％
、
奥
多

摩
中

５４．４
％
、
小
中
全
体
の
割
合
は

５１．０
％
。 

❷
本
年
３
月
の
文
部
科
学
省
通
知
に
「
健

康
面
の
配
慮
に
つ
い
て
」
の
記
載
が
あ
り

「
子
供
た
ち
の
健
康
影
響
に
配
慮
」、「
子

供
た
ち
自
ら
健
康
に
つ
い
て
自
覚
を
持

つ
」
と
あ
る
。
具
体
的
に
は
アア
端
末
を
使

用
す
る
時
は
良
い
姿
勢
を
保
ち
、
机
と
椅

子
の
高
さ
を
正
し
く
合
わ
せ
眼
と
端
末

の
距
離
３０
㎝
以
上
離
す
。
イイ
継
続
し
て

画
面
を
み
な
い
よ
う
、
３０
分
に
一
回
２０

秒
以
上
画
面
か
ら
眼
を
離
し
遠
く
を
見
、

目
を
休
め
る
。
ウウ
端
末
を
見
続
け
な
い
学

習
方
法
を
と
る
。
エエ
画
面
へ
の
映
り
込
み

を
防
止
す
る
。
オオ
部
屋
の
明
る
さ
と
画
面

の
明
る
さ
を
調
整
す
る
。
カカ
就
寝
1
時

間
前
か
ら
機
器
の
利
用
を
控
え
る
。
❸
文

部
科
学
省
の
方
針
に
そ
っ
て
、
子
供
の
健

康
面
の
配
慮
に
努
め
る
。
町
長
２ 

再
崩

落
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
全
面
交
通
止

め
と
し
引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る
。  

答 

事
業
者
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
、 

取
組
を
把
握
し
、
連
携
を
推
進
す
る  

問問  
  

パパ
ワワ
ハハ
ララ
防防
止止
法法
にに
つつ
いい
てて  

問問  

１１  

生生
徒徒
・・児児
童童
のの
眼眼
のの
健健
康康
にに
つつ
いい
てて  

  
  
    

２２  

「「奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
」」のの
残残
壁壁
崩崩
落落
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

子
供
の
健
康
面
の
配
慮
に
努
め
る 

２ 

引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 

清心会 

小峰
こ み ね

  陽一
よういち

議
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 質質

問問
２２
００
２２
２２
年年
４４
月月
、、
労労
働働
施施
策策
総総
合合

推推
進進
法法
にに
よよ
りり
、、
大大
企企
業業
とと
中中
小小
企企
業業
でで

のの
パパ
ワワ
ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
のの
予予
防防
・・
解解
決決

がが
義義
務務
化化
ささ
れれ
たた
。。  

介介
護護
職職
はは
、、
一一
般般
的的
にに
離離
職職
率率
がが
高高
くく
人人

員員
不不
足足
とと
いい
わわ
れれ
、、
スス
トト
レレ
スス
負負
荷荷
のの
大大

きき
いい
職職
種種
でで
もも
ああ
るる
。。
町町
内内
福福
祉祉
事事
業業
者者

にに
おお
いい
てて
もも
やや
はは
りり
慢慢
性性
的的
なな
人人
員員
不不
足足

のの
状状
況況
にに
ああ
りり
、、
パパ
ワワ
ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト

のの
防防
止止
等等
、、
良良
好好
なな
職職
場場
環環
境境
をを
維維
持持
すす

るる
ここ
とと
はは
、、
将将
来来
のの
当当
町町
のの
産産
業業
構構
造造
維維

持持
にに
必必
須須
とと
いい
ええ
るる
。。  

パパ
ワワ
ハハ
ララ
防防
止止
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
内内
老老
人人
福福

祉祉
施施
設設
・・
介介
護護
老老
人人
福福
祉祉
施施
設設
のの
各各
事事
業業

所所
のの
取取
組組
をを
町町
はは
把把
握握
しし
てて
いい
るる
かか
。。  

町町
長長
介
護
保
険
法
上
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
は
町
が
事
業
者
の
指
定
・
指
導
を
行

う
。
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
都
道
府
県
が

事
業
者
指
定
・
指
導
を
行
う
こ
と
か
ら
、

町
内
所
在
の
４
施
設
で
の
取
組
を
町
と

し
て
具
体
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

い
ず
れ
の
施
設
も
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
東
京
都
に
お
い
て
は
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
が
福
祉
保
健
局
の
委
託
事

業
と
し
て
実
施
す
る
「
介
護
現
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
事
業
」
で
の
、
利

用
者
や
家
族
等
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
相
談
や
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
、
各
事
業
者
に
お
い
て
適
正
に
取
組
ま

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

今
後
、
町
内
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
対
象
と
す
る
事
業
者
連
絡
会
な
ど

を
通
じ
て
、
各
事
業
者
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

の
取
組
状
況
を
町
と
し
て
把
握
し
、
事
業

者
間
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
町
内
の

介
護
事
業
者
に
お
け
る
労
働
環
境
の
改

善
を
図
れ
る
よ
う
、
事
業
者
と
の
連
携
を

推
進
し
て
い
く
。 

 

質質
問問
11

文文
部部
科科
学学
省省
はは
学学
校校
にに
おお
けけ
るる

幼幼
児児
、、
児児
童童
、、
生生
徒徒
のの
発発
育育
及及
びび
健健
康康
状状

態態
をを
把把
握握
すす
るる
たた
めめ
学学
校校
保保
健健
統統
計計
調調
査査

をを
昭昭
和和
２２３３
年年
度度
よよ
りり
毎毎
年年
実実
施施
しし
てて
いい

るる
。。
令令
和和
２２
年年
度度
のの
調調
査査
項項
目目
はは
①①
眼眼
のの

疾疾
病病
・・
異異
常常
②②
耳耳
疾疾
患患
③③
鼻鼻
・・
副副
鼻鼻
腔腔
疾疾

患患
④④
むむ
しし
歯歯
⑤⑤
せせ
きき
柱柱
・・
胸胸
郭郭
・・
四四
肢肢
状状

態態
⑥⑥
アア
トト
ピピ
ーー
性性
皮皮
膚膚
炎炎
⑦⑦
ぜぜ
んん
息息
⑧⑧
心心

電電
図図
異異
常常
⑨⑨
蛋蛋
白白
検検
出出
⑩⑩
裸裸
眼眼
視視
力力
１１．．００

未未
満満
のの
者者
。。
特特
にに
⑩⑩
のの
者者
がが
２２５５
％％
かか
らら

６６５５
％％
とと
報報
告告
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
⑩⑩
のの
項項
目目
にに

つつ
いい
てて
問問
うう
。。
❶❶
裸裸
眼眼
視視
力力
11..00
未未
満満
のの
者者

のの
数数
はは
❷❷
現現
在在
行行
っっ
てて
いい
るる
学学
校校
家家
庭庭
でで

のの
対対
処処
法法
はは
❸❸
今今
後後
のの
対対
応応
はは
。。  

質質
問問
２２
「「
奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
」」
のの
境境
集集
落落

西西
側側
でで
残残
壁壁
崩崩
落落
がが
起起
ここ
りり
車車
両両
通通
行行
止止

めめ
なな
っっ
てて
いい
るる
がが
人人
のの
通通
行行
はは
可可
能能
とと
なな

っっ
てて
いい
るる
。。
雨雨
季季
とと
なな
りり
ささ
らら
にに
崩崩
落落
がが

予予
想想
ささ
れれ
るる
たた
めめ
全全
面面
交交
通通
止止
めめ
にに
すす
べべ

きき
だだ
。。
地地
域域
住住
民民
やや
観観
光光
客客
がが
安安
全全
でで
安安

心心
しし
てて
利利
用用
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
道道
路路
維維
持持
管管

理理
にに
万万
全全
をを
期期
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。  

教
育
長
１
❶
令
和
４
年
５
月
現
在
状
況

は
古
里
小

４３．０
％
、
氷
川
小

６１．１
％
、
奥
多

摩
中

５４．４
％
、
小
中
全
体
の
割
合
は

５１．０
％
。 

❷
本
年
３
月
の
文
部
科
学
省
通
知
に
「
健

康
面
の
配
慮
に
つ
い
て
」
の
記
載
が
あ
り

「
子
供
た
ち
の
健
康
影
響
に
配
慮
」、「
子

供
た
ち
自
ら
健
康
に
つ
い
て
自
覚
を
持

つ
」
と
あ
る
。
具
体
的
に
は
アア
端
末
を
使

用
す
る
時
は
良
い
姿
勢
を
保
ち
、
机
と
椅

子
の
高
さ
を
正
し
く
合
わ
せ
眼
と
端
末

の
距
離
３０
㎝
以
上
離
す
。
イイ
継
続
し
て

画
面
を
み
な
い
よ
う
、
３０
分
に
一
回
２０

秒
以
上
画
面
か
ら
眼
を
離
し
遠
く
を
見
、

目
を
休
め
る
。
ウウ
端
末
を
見
続
け
な
い
学

習
方
法
を
と
る
。
エエ
画
面
へ
の
映
り
込
み

を
防
止
す
る
。
オオ
部
屋
の
明
る
さ
と
画
面

の
明
る
さ
を
調
整
す
る
。
カカ
就
寝
1
時

間
前
か
ら
機
器
の
利
用
を
控
え
る
。
❸
文

部
科
学
省
の
方
針
に
そ
っ
て
、
子
供
の
健

康
面
の
配
慮
に
努
め
る
。
町
長
２ 

再
崩

落
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
全
面
交
通
止

め
と
し
引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る
。  

答 

事
業
者
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
、 

取
組
を
把
握
し
、
連
携
を
推
進
す
る  

問問  
  

パパ
ワワ
ハハ
ララ
防防
止止
法法
にに
つつ
いい
てて  

問問  

１１  

生生
徒徒
・・児児
童童
のの
眼眼
のの
健健
康康
にに
つつ
いい
てて  

  
  
    

２２  

「「奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
」」のの
残残
壁壁
崩崩
落落
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

子
供
の
健
康
面
の
配
慮
に
努
め
る 

２ 

引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 

清心会 

小峰
こ み ね

  陽一
よういち

議

7 
 質質

問問
２２
００
２２
２２
年年
４４
月月
、、
労労
働働
施施
策策
総総
合合

推推
進進
法法
にに
よよ
りり
、、
大大
企企
業業
とと
中中
小小
企企
業業
でで

のの
パパ
ワワ
ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
のの
予予
防防
・・
解解
決決

がが
義義
務務
化化
ささ
れれ
たた
。。  

介介
護護
職職
はは
、、
一一
般般
的的
にに
離離
職職
率率
がが
高高
くく
人人

員員
不不
足足
とと
いい
わわ
れれ
、、
スス
トト
レレ
スス
負負
荷荷
のの
大大

きき
いい
職職
種種
でで
もも
ああ
るる
。。
町町
内内
福福
祉祉
事事
業業
者者

にに
おお
いい
てて
もも
やや
はは
りり
慢慢
性性
的的
なな
人人
員員
不不
足足

のの
状状
況況
にに
ああ
りり
、、
パパ
ワワ
ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト

のの
防防
止止
等等
、、
良良
好好
なな
職職
場場
環環
境境
をを
維維
持持
すす

るる
ここ
とと
はは
、、
将将
来来
のの
当当
町町
のの
産産
業業
構構
造造
維維

持持
にに
必必
須須
とと
いい
ええ
るる
。。  

パパ
ワワ
ハハ
ララ
防防
止止
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
内内
老老
人人
福福

祉祉
施施
設設
・・
介介
護護
老老
人人
福福
祉祉
施施
設設
のの
各各
事事
業業

所所
のの
取取
組組
をを
町町
はは
把把
握握
しし
てて
いい
るる
かか
。。  

町町
長長
介
護
保
険
法
上
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
は
町
が
事
業
者
の
指
定
・
指
導
を
行

う
。
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
都
道
府
県
が

事
業
者
指
定
・
指
導
を
行
う
こ
と
か
ら
、

町
内
所
在
の
４
施
設
で
の
取
組
を
町
と

し
て
具
体
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

い
ず
れ
の
施
設
も
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
東
京
都
に
お
い
て
は
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
が
福
祉
保
健
局
の
委
託
事

業
と
し
て
実
施
す
る
「
介
護
現
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
事
業
」
で
の
、
利

用
者
や
家
族
等
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
相
談
や
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
、
各
事
業
者
に
お
い
て
適
正
に
取
組
ま

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

今
後
、
町
内
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
対
象
と
す
る
事
業
者
連
絡
会
な
ど

を
通
じ
て
、
各
事
業
者
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

の
取
組
状
況
を
町
と
し
て
把
握
し
、
事
業

者
間
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
町
内
の

介
護
事
業
者
に
お
け
る
労
働
環
境
の
改

善
を
図
れ
る
よ
う
、
事
業
者
と
の
連
携
を

推
進
し
て
い
く
。 

 
質質
問問
11

文文
部部
科科
学学
省省
はは
学学
校校
にに
おお
けけ
るる

幼幼
児児
、、
児児
童童
、、
生生
徒徒
のの
発発
育育
及及
びび
健健
康康
状状

態態
をを
把把
握握
すす
るる
たた
めめ
学学
校校
保保
健健
統統
計計
調調
査査

をを
昭昭
和和
２２３３
年年
度度
よよ
りり
毎毎
年年
実実
施施
しし
てて
いい

るる
。。
令令
和和
２２
年年
度度
のの
調調
査査
項項
目目
はは
①①
眼眼
のの

疾疾
病病
・・
異異
常常
②②
耳耳
疾疾
患患
③③
鼻鼻
・・
副副
鼻鼻
腔腔
疾疾

患患
④④
むむ
しし
歯歯
⑤⑤
せせ
きき
柱柱
・・
胸胸
郭郭
・・
四四
肢肢
状状

態態
⑥⑥
アア
トト
ピピ
ーー
性性
皮皮
膚膚
炎炎
⑦⑦
ぜぜ
んん
息息
⑧⑧
心心

電電
図図
異異
常常
⑨⑨
蛋蛋
白白
検検
出出
⑩⑩
裸裸
眼眼
視視
力力
１１．．００

未未
満満
のの
者者
。。
特特
にに
⑩⑩
のの
者者
がが
２２５５
％％
かか
らら

６６５５
％％
とと
報報
告告
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
⑩⑩
のの
項項
目目
にに

つつ
いい
てて
問問
うう
。。
❶❶
裸裸
眼眼
視視
力力
11..00
未未
満満
のの
者者

のの
数数
はは
❷❷
現現
在在
行行
っっ
てて
いい
るる
学学
校校
家家
庭庭
でで

のの
対対
処処
法法
はは
❸❸
今今
後後
のの
対対
応応
はは
。。  

質質
問問
２２
「「
奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
」」
のの
境境
集集
落落

西西
側側
でで
残残
壁壁
崩崩
落落
がが
起起
ここ
りり
車車
両両
通通
行行
止止

めめ
なな
っっ
てて
いい
るる
がが
人人
のの
通通
行行
はは
可可
能能
とと
なな

っっ
てて
いい
るる
。。
雨雨
季季
とと
なな
りり
ささ
らら
にに
崩崩
落落
がが

予予
想想
ささ
れれ
るる
たた
めめ
全全
面面
交交
通通
止止
めめ
にに
すす
べべ

きき
だだ
。。
地地
域域
住住
民民
やや
観観
光光
客客
がが
安安
全全
でで
安安

心心
しし
てて
利利
用用
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
道道
路路
維維
持持
管管

理理
にに
万万
全全
をを
期期
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。  

教
育
長
１
❶
令
和
４
年
５
月
現
在
状
況

は
古
里
小

４３．０
％
、
氷
川
小

６１．１
％
、
奥
多

摩
中

５４．４
％
、
小
中
全
体
の
割
合
は

５１．０
％
。 

❷
本
年
３
月
の
文
部
科
学
省
通
知
に
「
健

康
面
の
配
慮
に
つ
い
て
」
の
記
載
が
あ
り

「
子
供
た
ち
の
健
康
影
響
に
配
慮
」、「
子

供
た
ち
自
ら
健
康
に
つ
い
て
自
覚
を
持

つ
」
と
あ
る
。
具
体
的
に
は
アア
端
末
を
使

用
す
る
時
は
良
い
姿
勢
を
保
ち
、
机
と
椅

子
の
高
さ
を
正
し
く
合
わ
せ
眼
と
端
末

の
距
離
３０
㎝
以
上
離
す
。
イイ
継
続
し
て

画
面
を
み
な
い
よ
う
、
３０
分
に
一
回
２０

秒
以
上
画
面
か
ら
眼
を
離
し
遠
く
を
見
、

目
を
休
め
る
。
ウウ
端
末
を
見
続
け
な
い
学

習
方
法
を
と
る
。
エエ
画
面
へ
の
映
り
込
み

を
防
止
す
る
。
オオ
部
屋
の
明
る
さ
と
画
面

の
明
る
さ
を
調
整
す
る
。
カカ
就
寝
1
時

間
前
か
ら
機
器
の
利
用
を
控
え
る
。
❸
文

部
科
学
省
の
方
針
に
そ
っ
て
、
子
供
の
健

康
面
の
配
慮
に
努
め
る
。
町
長
２ 

再
崩

落
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
全
面
交
通
止

め
と
し
引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る
。  

答 

事
業
者
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
、 

取
組
を
把
握
し
、
連
携
を
推
進
す
る  

問問  
  

パパ
ワワ
ハハ
ララ
防防
止止
法法
にに
つつ
いい
てて  

問問  

１１  

生生
徒徒
・・児児
童童
のの
眼眼
のの
健健
康康
にに
つつ
いい
てて  

  
  
    

２２  

「「奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
」」のの
残残
壁壁
崩崩
落落
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

子
供
の
健
康
面
の
配
慮
に
努
め
る 

２ 

引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 

清心会 

小峰
こ み ね

  陽一
よういち

議

7 
 質質

問問
２２
００
２２
２２
年年
４４
月月
、、
労労
働働
施施
策策
総総
合合

推推
進進
法法
にに
よよ
りり
、、
大大
企企
業業
とと
中中
小小
企企
業業
でで

のの
パパ
ワワ
ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
のの
予予
防防
・・
解解
決決

がが
義義
務務
化化
ささ
れれ
たた
。。  

介介
護護
職職
はは
、、
一一
般般
的的
にに
離離
職職
率率
がが
高高
くく
人人

員員
不不
足足
とと
いい
わわ
れれ
、、
スス
トト
レレ
スス
負負
荷荷
のの
大大

きき
いい
職職
種種
でで
もも
ああ
るる
。。
町町
内内
福福
祉祉
事事
業業
者者

にに
おお
いい
てて
もも
やや
はは
りり
慢慢
性性
的的
なな
人人
員員
不不
足足

のの
状状
況況
にに
ああ
りり
、、
パパ
ワワ
ーー
ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト

のの
防防
止止
等等
、、
良良
好好
なな
職職
場場
環環
境境
をを
維維
持持
すす

るる
ここ
とと
はは
、、
将将
来来
のの
当当
町町
のの
産産
業業
構構
造造
維維

持持
にに
必必
須須
とと
いい
ええ
るる
。。  

パパ
ワワ
ハハ
ララ
防防
止止
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
内内
老老
人人
福福

祉祉
施施
設設
・・
介介
護護
老老
人人
福福
祉祉
施施
設設
のの
各各
事事
業業

所所
のの
取取
組組
をを
町町
はは
把把
握握
しし
てて
いい
るる
かか
。。  

町町
長長
介
護
保
険
法
上
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
は
町
が
事
業
者
の
指
定
・
指
導
を
行

う
。
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
都
道
府
県
が

事
業
者
指
定
・
指
導
を
行
う
こ
と
か
ら
、

町
内
所
在
の
４
施
設
で
の
取
組
を
町
と

し
て
具
体
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

い
ず
れ
の
施
設
も
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
東
京
都
に
お
い
て
は
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
が
福
祉
保
健
局
の
委
託
事

業
と
し
て
実
施
す
る
「
介
護
現
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
事
業
」
で
の
、
利

用
者
や
家
族
等
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
相
談
や
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
、
各
事
業
者
に
お
い
て
適
正
に
取
組
ま

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

今
後
、
町
内
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
対
象
と
す
る
事
業
者
連
絡
会
な
ど

を
通
じ
て
、
各
事
業
者
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

の
取
組
状
況
を
町
と
し
て
把
握
し
、
事
業

者
間
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
町
内
の

介
護
事
業
者
に
お
け
る
労
働
環
境
の
改

善
を
図
れ
る
よ
う
、
事
業
者
と
の
連
携
を

推
進
し
て
い
く
。 

 

質質
問問
11

文文
部部
科科
学学
省省
はは
学学
校校
にに
おお
けけ
るる

幼幼
児児
、、
児児
童童
、、
生生
徒徒
のの
発発
育育
及及
びび
健健
康康
状状

態態
をを
把把
握握
すす
るる
たた
めめ
学学
校校
保保
健健
統統
計計
調調
査査

をを
昭昭
和和
２２３３
年年
度度
よよ
りり
毎毎
年年
実実
施施
しし
てて
いい

るる
。。
令令
和和
２２
年年
度度
のの
調調
査査
項項
目目
はは
①①
眼眼
のの

疾疾
病病
・・
異異
常常
②②
耳耳
疾疾
患患
③③
鼻鼻
・・
副副
鼻鼻
腔腔
疾疾

患患
④④
むむ
しし
歯歯
⑤⑤
せせ
きき
柱柱
・・
胸胸
郭郭
・・
四四
肢肢
状状

態態
⑥⑥
アア
トト
ピピ
ーー
性性
皮皮
膚膚
炎炎
⑦⑦
ぜぜ
んん
息息
⑧⑧
心心

電電
図図
異異
常常
⑨⑨
蛋蛋
白白
検検
出出
⑩⑩
裸裸
眼眼
視視
力力
１１．．００

未未
満満
のの
者者
。。
特特
にに
⑩⑩
のの
者者
がが
２２５５
％％
かか
らら

６６５５
％％
とと
報報
告告
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
⑩⑩
のの
項項
目目
にに

つつ
いい
てて
問問
うう
。。
❶❶
裸裸
眼眼
視視
力力
11..00
未未
満満
のの
者者

のの
数数
はは
❷❷
現現
在在
行行
っっ
てて
いい
るる
学学
校校
家家
庭庭
でで

のの
対対
処処
法法
はは
❸❸
今今
後後
のの
対対
応応
はは
。。  

質質
問問
２２
「「
奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
」」
のの
境境
集集
落落

西西
側側
でで
残残
壁壁
崩崩
落落
がが
起起
ここ
りり
車車
両両
通通
行行
止止

めめ
なな
っっ
てて
いい
るる
がが
人人
のの
通通
行行
はは
可可
能能
とと
なな

っっ
てて
いい
るる
。。
雨雨
季季
とと
なな
りり
ささ
らら
にに
崩崩
落落
がが

予予
想想
ささ
れれ
るる
たた
めめ
全全
面面
交交
通通
止止
めめ
にに
すす
べべ

きき
だだ
。。
地地
域域
住住
民民
やや
観観
光光
客客
がが
安安
全全
でで
安安

心心
しし
てて
利利
用用
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
道道
路路
維維
持持
管管

理理
にに
万万
全全
をを
期期
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。  

教
育
長
１
❶
令
和
４
年
５
月
現
在
状
況

は
古
里
小

４３．０
％
、
氷
川
小

６１．１
％
、
奥
多

摩
中

５４．４
％
、
小
中
全
体
の
割
合
は

５１．０
％
。 

❷
本
年
３
月
の
文
部
科
学
省
通
知
に
「
健

康
面
の
配
慮
に
つ
い
て
」
の
記
載
が
あ
り

「
子
供
た
ち
の
健
康
影
響
に
配
慮
」、「
子

供
た
ち
自
ら
健
康
に
つ
い
て
自
覚
を
持

つ
」
と
あ
る
。
具
体
的
に
は
アア
端
末
を
使

用
す
る
時
は
良
い
姿
勢
を
保
ち
、
机
と
椅

子
の
高
さ
を
正
し
く
合
わ
せ
眼
と
端
末

の
距
離
３０
㎝
以
上
離
す
。
イイ
継
続
し
て

画
面
を
み
な
い
よ
う
、
３０
分
に
一
回
２０

秒
以
上
画
面
か
ら
眼
を
離
し
遠
く
を
見
、

目
を
休
め
る
。
ウウ
端
末
を
見
続
け
な
い
学

習
方
法
を
と
る
。
エエ
画
面
へ
の
映
り
込
み

を
防
止
す
る
。
オオ
部
屋
の
明
る
さ
と
画
面

の
明
る
さ
を
調
整
す
る
。
カカ
就
寝
1
時

間
前
か
ら
機
器
の
利
用
を
控
え
る
。
❸
文

部
科
学
省
の
方
針
に
そ
っ
て
、
子
供
の
健

康
面
の
配
慮
に
努
め
る
。
町
長
２ 

再
崩

落
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
全
面
交
通
止

め
と
し
引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る
。  

答 

事
業
者
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
、 

取
組
を
把
握
し
、
連
携
を
推
進
す
る  

問問  
  

パパ
ワワ
ハハ
ララ
防防
止止
法法
にに
つつ
いい
てて  

問問  

１１  

生生
徒徒
・・児児
童童
のの
眼眼
のの
健健
康康
にに
つつ
いい
てて  

  
  
    

２２  

「「奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
」」のの
残残
壁壁
崩崩
落落
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

子
供
の
健
康
面
の
配
慮
に
努
め
る 

２ 

引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 

清心会 

小峰
こ み ね

  陽一
よういち

議

問	

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
に
つ
い
て

問	

１	

生
徒
・
児
童
の
眼
の
健
康
に
つ
い
て

	

２	「
奥
多
摩
む
か
し
道
」
の
残
壁
崩
落
に
つ
い
て

答	

事
業
者
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
、
取
組
を
把

握
し
、
連
携
を
推
進
す
る

答	

１	

子
供
の
健
康
面
の
配
慮
に
努
め
る

	

２	

引
き
続
き
安
全
対
策
を
講
じ
る
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 質質

問問
日日
原原
地地
区区
はは
、、
観観
光光
立立
町町
をを
標標
榜榜
すす

るる
奥奥
多多
摩摩
町町
にに
とと
っっ
てて
貴貴
重重
なな
観観
光光
資資
源源

でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
、、
日日
原原
街街
道道
はは
抜抜
けけ
道道
がが

なな
くく
、、
更更
にに
道道
路路
がが
狭狭
いい
たた
めめ
、、
毎毎
年年
シシ
ーー

ズズ
ンン
にに
なな
るる
とと
渋渋
滞滞
すす
るる
。。
日日
原原
保保
勝勝
会会

でで
交交
通通
整整
理理
のの
人人
員員
をを
配配
置置
しし
、、
多多
額額
のの

費費
用用
をを
かか
けけ
てて
渋渋
滞滞
緩緩
和和
にに
努努
めめ
てて
いい
るる

がが
、、
緊緊
急急
車車
両両
のの
通通
行行
やや
地地
元元
のの
方方
のの
通通

行行
にに
支支
障障
がが
出出
るる
ここ
とと
はは
否否
めめ
なな
いい
。。
例例

ええ
ばば
①①
一一
番番
混混
雑雑
すす
るる
ＧＧ
ＷＷ
やや
おお
盆盆
休休
みみ

なな
どど
、、
上上
高高
地地
でで
実実
施施
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
なな

ママ
イイ
カカ
ーー
規規
制制
がが
実実
施施
出出
来来
なな
いい
かか
。。
そそ

のの
際際
にに
はは
登登
計計
原原
山山
村村
広広
場場
運運
動動
公公
園園
駐駐

車車
場場
のの
公公
園園
利利
用用
者者
以以
外外
をを
有有
料料
化化
しし
、、

そそ
ここ
かか
らら
シシ
ャャ
トト
ルル
ババ
スス
をを
運運
行行
すす
るる
。。

②②
都都
道道

２２００４４
号号
線線
日日
原原
街街
道道
をを
熟熟
知知
しし
てて

いい
るる
自自
治治
会会
協協
力力
のの
下下
、、
東東
京京
都都
へへ
渋渋
滞滞

をを
引引
きき
起起
ここ
すす
ボボ
トト
ルル
ネネ
ッッ
クク
箇箇
所所
のの
道道

路路
拡拡
張張
をを
要要
請請
しし
、、
すす
れれ
違違
いい
可可
能能
にに
しし

てて
緩緩
和和
をを
図図
るる
等等
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる
がが
、、
渋渋

滞滞
緩緩
和和
にに
関関
しし
てて
町町
のの
所所
見見
をを
伺伺
うう
。。  

町町
長長
①
提
案
の
登
計
原
山
村
広
場
運
動

公
園
駐
車
場
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
利
用
者
が
急
増

す
る
の
で
、
確
保
出
来
る
駐
車
区
画
は

ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
と
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
西
東
京
バ
ス
が
路
線
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
が
、
現
在
で
も
ハ
イ
シ
ー

ズ
ン
に
は
他
の
事
業
所
か
ら
応
援
の
車

両
を
持
ち
込
ん
で
増
便
対
応
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
仮
に
マ
イ
カ
ー
規
制
を

行
っ
た
場
合
、
更
に
多
く
の
乗
客
を
乗

車
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
カ
ー
規
制
に

つ
い
て
は
、
課
題
等
が
複
数
あ
り
、
現
実

的
に
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
②
毎
年
、
西
多
摩
建
設
事
務

所
に
対
し
、
日
原
街
道
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
解
消
の
た
め
の
拡
幅
整
備
や
安
全
確

保
の
た
め
の
斜
面
対
策
等
、
道
路
機
能

の
向
上
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
行
っ
て

い
る
が
、
継
続
し
て
整
備
要
望
を
行
う
。 

   

質質
問問
１１
元元
気気
なな
高高
齢齢
者者
同同
士士
がが
集集
ええ
住住
めめ

るる
集集
合合
住住
宅宅
、、
高高
齢齢
者者
向向
けけ
シシ
ェェ
アア
ハハ
ウウ

スス
のの
建建
設設
をを
望望
むむ
。。
質質
問問
２２
町町
内内
でで
使使
ええ

るる
街街
独独
自自
のの
ポポ
イイ
ンン
トト
制制
度度
（（
わわ
ささpp

oo
ii
nn
tt

））

質質
問問
３３
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
にに
伴伴
うう
ここ
れれ
まま
でで
のの
支支

援援
状状
況況
とと
成成
果果
はは
。。
地地
方方
創創
生生
臨臨
時時
交交
付付

金金
のの
使使
いい
道道
にに
つつ
いい
てて
町
長
１
令
和
５

年
に
策
定
す
る｢

第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画｣

に
お
い
て
国
の
求
め
る｢

高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
の
推
進｣

を
踏
ま
え
、
保
健
事
業
並

び
に
介
護
予
防
事
業
の
再
編
・
拡
充
を

図
る
。
町
長
２
新
た
な
事
業
を
創
設
す

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
議
員

提
言
の｢

最
後
ま
で
元
気
に｣

を
実
現
で

き
る
よ
う
、
国
の
方
針
に
沿
い
各
種
事

業
の
見
直
し
、
拡
充
を
図
る
こ
と
で
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。
町
長
３
個

人
・
世
帯
向
け
は
特
別
定
額
給
付
事
業

を
実
施(

令
和
２
年)

。
町
議
会
か
ら
の

要
望
で
町
独
自
に
一
人
２
万
円
加
算
。

地
域
応
援
事
業
は
全
町
民
対
象
で
一
定

期
間
使
用
で
き
る
商
品
券
を
一
人
一
冊

１
万
５
千
円
分
交
付
。
子
育
て
世
帯
向

け
は
特
例
給
付
を
除
く
世
帯
に
対
し
児

童
一
人
に
つ
き
１
万
円
の
臨
時
特
別
給

付
金
事
業
を
実
施(

令
和
２
年)

。
令
和

３
年
度
に
児
童
一
人
に
つ
き
、
１０
万
円

の
給
付
。
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
に
対
し

て
は
５
万
円(

１７
世
帯
４３
名)

新
た
に

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
一
世
帯

あ
た
り
１０
万
円
を
給
付
。
令
和
４
年
に

お
い
て
は
子
育
て
世
帯
・
住
民
税
非
課

税
世
帯
分
の
補
正
予
算
を
提
出
し
先
日

本
会
議
で
決
定
。
事
業
者
向
け
は
一
事

業
者
あ
た
り
１０
万
円
の
給
付
（
令
和
２

年
）
。
令
和
３
年
度
個
人
事
業
主
は
一
律

２０
万
円
、
法
人
は
基
準
に
よ
り
３０
万
円

か
ら
６０
万
円
の
給
付
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
」
は
低
調
に
終
わ
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
国
や
都
の
動
向
に
注

視
し
つ
つ
、
町
内
の
実
情
に
あ
っ
た
原

油
・
物
価
高
騰
対
策
を
検
討
。 

答 

①
マ
イ
カ
ー
規
制
は
な
か
な
か
難
し
い 

 
 

②
継
続
し
て
整
備
要
望
を
行
う  

幸福実現党宇宙会 

森田
も り た

 紀子
の り こ

議員 

公明党 

宮野
み や の

  亨
とおる

議員 

問問  

日日
原原
街街
道道
渋渋
滞滞
緩緩
和和
にに
つつ
いい
てて  

問問  

１１
高高
齢齢
化化
社社
会会
をを
迎迎
ええ
るる
町町
のの
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

２２
町町
内内
でで
使使
ええ
るる

町町
独独
自自
のの
ポポ
イイ
ンン
トト
、、
又又
はは
地地
域域
通通
貨貨
のの
制制
度度
のの
導導
入入
をを  

３３
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
・・
物物
価価
高高
かか
らら
のの
町町
民民
とと
事事
業業
者者
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

答 

１
再
編
・
拡
充
を
図
る
。 

２
新
事
業
創
設
は
難
し
い
が
引
き
続
き

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。
３
原
油
・
物
価
高
騰
対
策
を
検
討
。  
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 質質
問問
日日
原原
地地
区区
はは
、、
観観
光光
立立
町町
をを
標標
榜榜
すす

るる
奥奥
多多
摩摩
町町
にに
とと
っっ
てて
貴貴
重重
なな
観観
光光
資資
源源

でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
、、
日日
原原
街街
道道
はは
抜抜
けけ
道道
がが

なな
くく
、、
更更
にに
道道
路路
がが
狭狭
いい
たた
めめ
、、
毎毎
年年
シシ
ーー

ズズ
ンン
にに
なな
るる
とと
渋渋
滞滞
すす
るる
。。
日日
原原
保保
勝勝
会会

でで
交交
通通
整整
理理
のの
人人
員員
をを
配配
置置
しし
、、
多多
額額
のの

費費
用用
をを
かか
けけ
てて
渋渋
滞滞
緩緩
和和
にに
努努
めめ
てて
いい
るる

がが
、、
緊緊
急急
車車
両両
のの
通通
行行
やや
地地
元元
のの
方方
のの
通通

行行
にに
支支
障障
がが
出出
るる
ここ
とと
はは
否否
めめ
なな
いい
。。
例例

ええ
ばば
①①
一一
番番
混混
雑雑
すす
るる
ＧＧ
ＷＷ
やや
おお
盆盆
休休
みみ

なな
どど
、、
上上
高高
地地
でで
実実
施施
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
なな

ママ
イイ
カカ
ーー
規規
制制
がが
実実
施施
出出
来来
なな
いい
かか
。。
そそ

のの
際際
にに
はは
登登
計計
原原
山山
村村
広広
場場
運運
動動
公公
園園
駐駐

車車
場場
のの
公公
園園
利利
用用
者者
以以
外外
をを
有有
料料
化化
しし
、、

そそ
ここ
かか
らら
シシ
ャャ
トト
ルル
ババ
スス
をを
運運
行行
すす
るる
。。

②②
都都
道道

２２００４４
号号
線線
日日
原原
街街
道道
をを
熟熟
知知
しし
てて

いい
るる
自自
治治
会会
協協
力力
のの
下下
、、
東東
京京
都都
へへ
渋渋
滞滞

をを
引引
きき
起起
ここ
すす
ボボ
トト
ルル
ネネ
ッッ
クク
箇箇
所所
のの
道道

路路
拡拡
張張
をを
要要
請請
しし
、、
すす
れれ
違違
いい
可可
能能
にに
しし

てて
緩緩
和和
をを
図図
るる
等等
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる
がが
、、
渋渋

滞滞
緩緩
和和
にに
関関
しし
てて
町町
のの
所所
見見
をを
伺伺
うう
。。  

町町
長長
①
提
案
の
登
計
原
山
村
広
場
運
動

公
園
駐
車
場
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
利
用
者
が
急
増

す
る
の
で
、
確
保
出
来
る
駐
車
区
画
は

ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
と
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
西
東
京
バ
ス
が
路
線
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
が
、
現
在
で
も
ハ
イ
シ
ー

ズ
ン
に
は
他
の
事
業
所
か
ら
応
援
の
車

両
を
持
ち
込
ん
で
増
便
対
応
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
仮
に
マ
イ
カ
ー
規
制
を

行
っ
た
場
合
、
更
に
多
く
の
乗
客
を
乗

車
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
カ
ー
規
制
に

つ
い
て
は
、
課
題
等
が
複
数
あ
り
、
現
実

的
に
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
②
毎
年
、
西
多
摩
建
設
事
務

所
に
対
し
、
日
原
街
道
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
解
消
の
た
め
の
拡
幅
整
備
や
安
全
確

保
の
た
め
の
斜
面
対
策
等
、
道
路
機
能

の
向
上
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
行
っ
て

い
る
が
、
継
続
し
て
整
備
要
望
を
行
う
。 

   

質質
問問
１１
元元
気気
なな
高高
齢齢
者者
同同
士士
がが
集集
ええ
住住
めめ

るる
集集
合合
住住
宅宅
、、
高高
齢齢
者者
向向
けけ
シシ
ェェ
アア
ハハ
ウウ

スス
のの
建建
設設
をを
望望
むむ
。。
質質
問問
２２
町町
内内
でで
使使
ええ

るる
街街
独独
自自
のの
ポポ
イイ
ンン
トト
制制
度度
（（
わわ
ささpp

oo
ii
nn
tt

））

質質
問問
３３
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
にに
伴伴
うう
ここ
れれ
まま
でで
のの
支支

援援
状状
況況
とと
成成
果果
はは
。。
地地
方方
創創
生生
臨臨
時時
交交
付付

金金
のの
使使
いい
道道
にに
つつ
いい
てて
町
長
１
令
和
５

年
に
策
定
す
る｢

第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画｣

に
お
い
て
国
の
求
め
る｢

高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
の
推
進｣

を
踏
ま
え
、
保
健
事
業
並

び
に
介
護
予
防
事
業
の
再
編
・
拡
充
を

図
る
。
町
長
２
新
た
な
事
業
を
創
設
す

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
議
員

提
言
の｢

最
後
ま
で
元
気
に｣

を
実
現
で

き
る
よ
う
、
国
の
方
針
に
沿
い
各
種
事

業
の
見
直
し
、
拡
充
を
図
る
こ
と
で
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。
町
長
３
個

人
・
世
帯
向
け
は
特
別
定
額
給
付
事
業

を
実
施(

令
和
２
年)

。
町
議
会
か
ら
の

要
望
で
町
独
自
に
一
人
２
万
円
加
算
。

地
域
応
援
事
業
は
全
町
民
対
象
で
一
定

期
間
使
用
で
き
る
商
品
券
を
一
人
一
冊

１
万
５
千
円
分
交
付
。
子
育
て
世
帯
向

け
は
特
例
給
付
を
除
く
世
帯
に
対
し
児

童
一
人
に
つ
き
１
万
円
の
臨
時
特
別
給

付
金
事
業
を
実
施(

令
和
２
年)

。
令
和

３
年
度
に
児
童
一
人
に
つ
き
、
１０
万
円

の
給
付
。
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
に
対
し

て
は
５
万
円(

１７
世
帯
４３
名)

新
た
に

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
一
世
帯

あ
た
り
１０
万
円
を
給
付
。
令
和
４
年
に

お
い
て
は
子
育
て
世
帯
・
住
民
税
非
課

税
世
帯
分
の
補
正
予
算
を
提
出
し
先
日

本
会
議
で
決
定
。
事
業
者
向
け
は
一
事

業
者
あ
た
り
１０
万
円
の
給
付
（
令
和
２

年
）
。
令
和
３
年
度
個
人
事
業
主
は
一
律

２０
万
円
、
法
人
は
基
準
に
よ
り
３０
万
円

か
ら
６０
万
円
の
給
付
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
」
は
低
調
に
終
わ
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
国
や
都
の
動
向
に
注

視
し
つ
つ
、
町
内
の
実
情
に
あ
っ
た
原

油
・
物
価
高
騰
対
策
を
検
討
。 

答 

①
マ
イ
カ
ー
規
制
は
な
か
な
か
難
し
い 

 
 

②
継
続
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高高
齢齢
化化
社社
会会
をを
迎迎
ええ
るる
町町
のの
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

２２
町町
内内
でで
使使
ええ
るる

町町
独独
自自
のの
ポポ
イイ
ンン
トト
、、
又又
はは
地地
域域
通通
貨貨
のの
制制
度度
のの
導導
入入
をを  

３３
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
・・
物物
価価
高高
かか
らら
のの
町町
民民
とと
事事
業業
者者
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

答 

１
再
編
・
拡
充
を
図
る
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２
新
事
業
創
設
は
難
し
い
が
引
き
続
き

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。
３
原
油
・
物
価
高
騰
対
策
を
検
討
。  
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 質質

問問
日日
原原
地地
区区
はは
、、
観観
光光
立立
町町
をを
標標
榜榜
すす

るる
奥奥
多多
摩摩
町町
にに
とと
っっ
てて
貴貴
重重
なな
観観
光光
資資
源源

でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
、、
日日
原原
街街
道道
はは
抜抜
けけ
道道
がが

なな
くく
、、
更更
にに
道道
路路
がが
狭狭
いい
たた
めめ
、、
毎毎
年年
シシ
ーー

ズズ
ンン
にに
なな
るる
とと
渋渋
滞滞
すす
るる
。。
日日
原原
保保
勝勝
会会

でで
交交
通通
整整
理理
のの
人人
員員
をを
配配
置置
しし
、、
多多
額額
のの

費費
用用
をを
かか
けけ
てて
渋渋
滞滞
緩緩
和和
にに
努努
めめ
てて
いい
るる

がが
、、
緊緊
急急
車車
両両
のの
通通
行行
やや
地地
元元
のの
方方
のの
通通

行行
にに
支支
障障
がが
出出
るる
ここ
とと
はは
否否
めめ
なな
いい
。。
例例

ええ
ばば
①①
一一
番番
混混
雑雑
すす
るる
ＧＧ
ＷＷ
やや
おお
盆盆
休休
みみ

なな
どど
、、
上上
高高
地地
でで
実実
施施
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
なな

ママ
イイ
カカ
ーー
規規
制制
がが
実実
施施
出出
来来
なな
いい
かか
。。
そそ

のの
際際
にに
はは
登登
計計
原原
山山
村村
広広
場場
運運
動動
公公
園園
駐駐

車車
場場
のの
公公
園園
利利
用用
者者
以以
外外
をを
有有
料料
化化
しし
、、

そそ
ここ
かか
らら
シシ
ャャ
トト
ルル
ババ
スス
をを
運運
行行
すす
るる
。。

②②
都都
道道

２２００４４
号号
線線
日日
原原
街街
道道
をを
熟熟
知知
しし
てて

いい
るる
自自
治治
会会
協協
力力
のの
下下
、、
東東
京京
都都
へへ
渋渋
滞滞

をを
引引
きき
起起
ここ
すす
ボボ
トト
ルル
ネネ
ッッ
クク
箇箇
所所
のの
道道

路路
拡拡
張張
をを
要要
請請
しし
、、
すす
れれ
違違
いい
可可
能能
にに
しし

てて
緩緩
和和
をを
図図
るる
等等
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる
がが
、、
渋渋

滞滞
緩緩
和和
にに
関関
しし
てて
町町
のの
所所
見見
をを
伺伺
うう
。。  

町町
長長
①
提
案
の
登
計
原
山
村
広
場
運
動

公
園
駐
車
場
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
利
用
者
が
急
増

す
る
の
で
、
確
保
出
来
る
駐
車
区
画
は

ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
と
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
西
東
京
バ
ス
が
路
線
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
が
、
現
在
で
も
ハ
イ
シ
ー

ズ
ン
に
は
他
の
事
業
所
か
ら
応
援
の
車

両
を
持
ち
込
ん
で
増
便
対
応
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
仮
に
マ
イ
カ
ー
規
制
を

行
っ
た
場
合
、
更
に
多
く
の
乗
客
を
乗

車
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
カ
ー
規
制
に

つ
い
て
は
、
課
題
等
が
複
数
あ
り
、
現
実

的
に
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
②
毎
年
、
西
多
摩
建
設
事
務

所
に
対
し
、
日
原
街
道
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
解
消
の
た
め
の
拡
幅
整
備
や
安
全
確

保
の
た
め
の
斜
面
対
策
等
、
道
路
機
能

の
向
上
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
行
っ
て

い
る
が
、
継
続
し
て
整
備
要
望
を
行
う
。 

   

質質
問問
１１
元元
気気
なな
高高
齢齢
者者
同同
士士
がが
集集
ええ
住住
めめ

るる
集集
合合
住住
宅宅
、、
高高
齢齢
者者
向向
けけ
シシ
ェェ
アア
ハハ
ウウ

スス
のの
建建
設設
をを
望望
むむ
。。
質質
問問
２２
町町
内内
でで
使使
ええ

るる
街街
独独
自自
のの
ポポ
イイ
ンン
トト
制制
度度
（（
わわ
ささpp

oo
ii
nn
tt

））

質質
問問
３３
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
にに
伴伴
うう
ここ
れれ
まま
でで
のの
支支

援援
状状
況況
とと
成成
果果
はは
。。
地地
方方
創創
生生
臨臨
時時
交交
付付

金金
のの
使使
いい
道道
にに
つつ
いい
てて
町
長
１
令
和
５

年
に
策
定
す
る｢

第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画｣

に
お
い
て
国
の
求
め
る｢

高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
の
推
進｣

を
踏
ま
え
、
保
健
事
業
並

び
に
介
護
予
防
事
業
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再
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・
拡
充
を

図
る
。
町
長
２
新
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事
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を
創
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す
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。
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提
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図
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で
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自
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で
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よ
う
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続
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く
。
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長
３
個
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世
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向
け
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定
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事
業

を
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令
和
２
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。
町
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の

要
望
で
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独
自
に
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２
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。
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域
応
援
事
業
は
全
町
民
対
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で
一
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期
間
使
用
で
き
る
商
品
券
を
一
人
一
冊

１
万
５
千
円
分
交
付
。
子
育
て
世
帯
向

け
は
特
例
給
付
を
除
く
世
帯
に
対
し
児

童
一
人
に
つ
き
１
万
円
の
臨
時
特
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給
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金
事
業
を
実
施(

令
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２
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。
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和

３
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度
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、
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付
。
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世
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税
非
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世
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等
に
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一
世
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あ
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り
１０
万
円
を
給
付
。
令
和
４
年
に

お
い
て
は
子
育
て
世
帯
・
住
民
税
非
課

税
世
帯
分
の
補
正
予
算
を
提
出
し
先
日

本
会
議
で
決
定
。
事
業
者
向
け
は
一
事

業
者
あ
た
り
１０
万
円
の
給
付
（
令
和
２

年
）
。
令
和
３
年
度
個
人
事
業
主
は
一
律

２０
万
円
、
法
人
は
基
準
に
よ
り
３０
万
円

か
ら
６０
万
円
の
給
付
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
」
は
低
調
に
終
わ
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
国
や
都
の
動
向
に
注

視
し
つ
つ
、
町
内
の
実
情
に
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た
原

油
・
物
価
高
騰
対
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を
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摩摩
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にに
とと
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てて
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なな
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光光
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でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
、、
日日
原原
街街
道道
はは
抜抜
けけ
道道
がが

なな
くく
、、
更更
にに
道道
路路
がが
狭狭
いい
たた
めめ
、、
毎毎
年年
シシ
ーー

ズズ
ンン
にに
なな
るる
とと
渋渋
滞滞
すす
るる
。。
日日
原原
保保
勝勝
会会

でで
交交
通通
整整
理理
のの
人人
員員
をを
配配
置置
しし
、、
多多
額額
のの

費費
用用
をを
かか
けけ
てて
渋渋
滞滞
緩緩
和和
にに
努努
めめ
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いい
るる

がが
、、
緊緊
急急
車車
両両
のの
通通
行行
やや
地地
元元
のの
方方
のの
通通

行行
にに
支支
障障
がが
出出
るる
ここ
とと
はは
否否
めめ
なな
いい
。。
例例

ええ
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①①
一一
番番
混混
雑雑
すす
るる
ＧＧ
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やや
おお
盆盆
休休
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なな
どど
、、
上上
高高
地地
でで
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るる
よよ
うう
なな
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規規
制制
がが
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そそ

のの
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はは
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計計
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広広
場場
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動動
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駐駐

車車
場場
のの
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園園
利利
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者者
以以
外外
をを
有有
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しし
、、

そそ
ここ
かか
らら
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トト
ルル
ババ
スス
をを
運運
行行
すす
るる
。。

②②
都都
道道
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線線
日日
原原
街街
道道
をを
熟熟
知知
しし
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いい
るる
自自
治治
会会
協協
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のの
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、、
東東
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動
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園
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は
、
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の
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に
、
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等
の
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が
急
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で
、
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画
は

ほ
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と
想
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る
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、
西
東
京
バ
ス
が
路
線
バ
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を
運

行
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て
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る
が
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現
在
で
も
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に
は
他
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業
所
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の
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を
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で
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る
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。
し
た
が
っ
て
マ
イ
カ
ー
規
制
に
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は
、
課
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が
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数
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り
、
現
実

的
に
は
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い
も
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と
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原
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の
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や
安
全
確

保
の
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の
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路
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の
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や
安
全
対
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に
つ
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る
が
、
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し
て
整
備
要
望
を
行
う
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独独
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のの
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うう
ここ
れれ
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のの
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援援
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とと
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果果
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。。
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つつ
いい
てて
町
長
１
令
和
５

年
に
策
定
す
る｢

第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画｣

に
お
い
て
国
の
求
め
る｢

高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
の
推
進｣

を
踏
ま
え
、
保
健
事
業
並

び
に
介
護
予
防
事
業
の
再
編
・
拡
充
を

図
る
。
町
長
２
新
た
な
事
業
を
創
設
す

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
議
員

提
言
の｢

最
後
ま
で
元
気
に｣

を
実
現
で

き
る
よ
う
、
国
の
方
針
に
沿
い
各
種
事

業
の
見
直
し
、
拡
充
を
図
る
こ
と
で
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。
町
長
３
個

人
・
世
帯
向
け
は
特
別
定
額
給
付
事
業

を
実
施(

令
和
２
年)

。
町
議
会
か
ら
の

要
望
で
町
独
自
に
一
人
２
万
円
加
算
。

地
域
応
援
事
業
は
全
町
民
対
象
で
一
定

期
間
使
用
で
き
る
商
品
券
を
一
人
一
冊

１
万
５
千
円
分
交
付
。
子
育
て
世
帯
向

け
は
特
例
給
付
を
除
く
世
帯
に
対
し
児

童
一
人
に
つ
き
１
万
円
の
臨
時
特
別
給

付
金
事
業
を
実
施(

令
和
２
年)

。
令
和

３
年
度
に
児
童
一
人
に
つ
き
、
１０
万
円

の
給
付
。
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
に
対
し

て
は
５
万
円(

１７
世
帯
４３
名)

新
た
に

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
一
世
帯

あ
た
り
１０
万
円
を
給
付
。
令
和
４
年
に

お
い
て
は
子
育
て
世
帯
・
住
民
税
非
課

税
世
帯
分
の
補
正
予
算
を
提
出
し
先
日

本
会
議
で
決
定
。
事
業
者
向
け
は
一
事

業
者
あ
た
り
１０
万
円
の
給
付
（
令
和
２

年
）
。
令
和
３
年
度
個
人
事
業
主
は
一
律

２０
万
円
、
法
人
は
基
準
に
よ
り
３０
万
円

か
ら
６０
万
円
の
給
付
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
」
は
低
調
に
終
わ
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
国
や
都
の
動
向
に
注

視
し
つ
つ
、
町
内
の
実
情
に
あ
っ
た
原

油
・
物
価
高
騰
対
策
を
検
討
。 

答 

①
マ
イ
カ
ー
規
制
は
な
か
な
か
難
し
い 

 
 

②
継
続
し
て
整
備
要
望
を
行
う  

幸福実現党宇宙会 

森田
も り た

 紀子
の り こ

議員 

公明党 

宮野
み や の

  亨
とおる

議員 

問問  

日日
原原
街街
道道
渋渋
滞滞
緩緩
和和
にに
つつ
いい
てて  

問問  

１１
高高
齢齢
化化
社社
会会
をを
迎迎
ええ
るる
町町
のの
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

２２
町町
内内
でで
使使
ええ
るる

町町
独独
自自
のの
ポポ
イイ
ンン
トト
、、
又又
はは
地地
域域
通通
貨貨
のの
制制
度度
のの
導導
入入
をを  

３３
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
・・
物物
価価
高高
かか
らら
のの
町町
民民
とと
事事
業業
者者
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

答 

１
再
編
・
拡
充
を
図
る
。 

２
新
事
業
創
設
は
難
し
い
が
引
き
続
き

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。
３
原
油
・
物
価
高
騰
対
策
を
検
討
。  

問	

日
原
街
道
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て

問	

１	

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
町
の
今
後
に
つ
い
て

	

２	

町
内
で
使
え
る
町
独
自
の
ポ
イ
ン
ト
、
又
は
地
域
通
貨
の
制
度
の
導
入
を

	

３	

コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
か
ら
の
町
民
と
事
業
者
支
援
に
つ
い
て

答	

①
マ
イ
カ
ー
規
制
は
な
か
な
か
難
し
い

	

②	

継
続
し
て
整
備
要
望
を
行
う

答	

１	

再
編
・
拡
充
を
図
る
。

	

２	

新
事
業
創
設
は
難
し
い
が
引
き
続
き
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。	

	

３	

原
油
・
物
価
高
騰
対
策
を
検
討
。
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質質
問問
２２
００
１１
９９
年年
のの
第第
３３
回回
定定
例例
会会
にに
おお

いい
てて
加加
齢齢
性性
難難
聴聴
者者
へへ
のの
補補
聴聴
器器
助助
成成
をを

求求
めめ
てて
質質
問問
しし
たた
がが
、、
ああ
れれ
かか
らら
２２
年年
半半

以以
上上
経経
ちち
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
のの
影影
響響
もも
ああ
りり
、、
まま

すす
まま
すす
難難
聴聴
にに
関関
連連
すす
るる
声声
がが
増増
ええ
てて
いい

るる
。。
難難
聴聴
をを
改改
善善
しし
よよ
うう
とと
病病
院院
へへ
行行
っっ

たた
らら
補補
聴聴
器器
がが
必必
要要
だだ
とと
言言
わわ
れれ
、、
そそ
のの

補補
聴聴
器器
のの
値値
段段
のの
ああ
まま
りり
のの
高高
額額
ささ
にに
驚驚

きき
、、
購購
入入
をを
諦諦
めめ
たた
とと
いい
うう
方方
がが
多多
いい
。。

「「
補補
助助
をを
しし
てて
くく
れれ
るる
自自
治治
体体
がが
ああ
るる
とと

聞聞
くく
がが
町町
はは
やや
っっ
てて
いい
なな
いい
のの
かか
」」
とと
いい

っっ
たた
相相
談談
がが
増増
ええ
てて
いい
るる
。。
補補
聴聴
器器
のの
普普

及及
でで
、、
難難
聴聴
にに
なな
っっ
てて
もも
心心
身身
とと
もも
にに
健健

やや
かか
にに
過過
ごご
すす
ここ
とと
がが
出出
来来
、、
認認
知知
症症
のの

予予
防防
、、
ひひ
いい
てて
はは
健健
康康
寿寿
命命
のの
延延
伸伸
、、
医医
療療

費費
のの
抑抑
制制
にに
もも
つつ
なな
がが
るる
。。
高高
齢齢
化化
のの
進進

んん
でで
いい
るる
奥奥
多多
摩摩
町町
とと
しし
てて
増増
ええ
てて
いい
るる

とと
思思
わわ
れれ
るる
加加
齢齢
性性
難難
聴聴
者者
のの
困困
難難
やや
苦苦

しし
みみ
にに
寄寄
りり
添添
いい
、、
補補
聴聴
器器
購購
入入
助助
成成
をを

導導
入入
すす
べべ
きき
でで
はは
なな
いい
かか
。。
まま
たた
、、
加加
齢齢
性性

難難
聴聴
者者
のの
苦苦
しし
みみ
をを
どど
うう
受受
けけ
止止
めめ
、、
高高

齢齢
者者
のの
聴聴
ここ
ええ
にに
対対
すす
るる
公公
的的
支支
援援
にに

つつ
いい
てて
積積
極極
的的
なな
対対
策策
をを
行行
なな
うう
考考
ええ

がが
ああ
るる
のの
かか
問問
うう
。。  

町
長
令
和
５
年
度
末
に
策
定
す
る
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
前
段
と
し
て

実
施
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て
加
齢
性
難
聴
の

実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
町
の

次
期
「
地
域
高
齢
者
支
援
計
画
」
を
協
議

す
る
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て

住
民
の
代
表
や
専
門
家
、
関
係
団
体
の

代
表
の
方
の
意
見
を
伺
い
、
町
と
し
て

高
齢
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
を
事
業
化
す
る
場
合
は
、
財
源
を
確

保
の
上
、
そ
の
継
続
性
も
十
分
担
保
し

た
上
で
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
る
。。  

  
  

           

問問  

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て  

 

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

答 

慎
重
に
検
討
を
進
め
る  

 

特定事案検討委員会が設立されました。 
 奥多摩町議会では議員全員の同意により、令和４年４月より「特定事案検討委員会」を設立しま

した。その目的としては、重要な特定案件について議会内での協議、検討するためです。 
この委員会の特徴としては、条例で規制されている委員会ではなく、全議員を委員とした任意の委

員会というところです。町の重要案件に応じ、委員長が招集して不定期に会議を開く、議員の自主

的な委員会活動です。初回会議では、下記事項について検討し、活動を開始することとしました。 
現在（令和４年）の議題として予定されている特定事案は以下のとおりです。 
案件１奥多摩町新庁舎建設について     委 員 長 小峰陽一 副委員長 石田芳英 
◎特定事案検討委員会報告 
去る４月２２日、丹波山村で建設中の庁舎を視察しました。 
計画立案から着工に至るまでの経緯を懇切丁寧に説明して頂き、大変参考になりました。 
その後、町に戻り、議員の意見や要望等を報告書にまとめ、参考資料として町長に提出しました。 

完
成
予
想
図
（
右
） 

完
成
予
想
模
型
（
左
） 

令和４年 8月５日発行町 議 会 だ よ り第 202 号（9）
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質質
問問
２２
００
１１
９９
年年
のの
第第
３３
回回
定定
例例
会会
にに
おお

いい
てて
加加
齢齢
性性
難難
聴聴
者者
へへ
のの
補補
聴聴
器器
助助
成成
をを

求求
めめ
てて
質質
問問
しし
たた
がが
、、
ああ
れれ
かか
らら
２２
年年
半半

以以
上上
経経
ちち
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
のの
影影
響響
もも
ああ
りり
、、
まま

すす
まま
すす
難難
聴聴
にに
関関
連連
すす
るる
声声
がが
増増
ええ
てて
いい

るる
。。
難難
聴聴
をを
改改
善善
しし
よよ
うう
とと
病病
院院
へへ
行行
っっ

たた
らら
補補
聴聴
器器
がが
必必
要要
だだ
とと
言言
わわ
れれ
、、
そそ
のの

補補
聴聴
器器
のの
値値
段段
のの
ああ
まま
りり
のの
高高
額額
ささ
にに
驚驚

きき
、、
購購
入入
をを
諦諦
めめ
たた
とと
いい
うう
方方
がが
多多
いい
。。

「「
補補
助助
をを
しし
てて
くく
れれ
るる
自自
治治
体体
がが
ああ
るる
とと

聞聞
くく
がが
町町
はは
やや
っっ
てて
いい
なな
いい
のの
かか
」」
とと
いい

っっ
たた
相相
談談
がが
増増
ええ
てて
いい
るる
。。
補補
聴聴
器器
のの
普普

及及
でで
、、
難難
聴聴
にに
なな
っっ
てて
もも
心心
身身
とと
もも
にに
健健

やや
かか
にに
過過
ごご
すす
ここ
とと
がが
出出
来来
、、
認認
知知
症症
のの

予予
防防
、、
ひひ
いい
てて
はは
健健
康康
寿寿
命命
のの
延延
伸伸
、、
医医
療療

費費
のの
抑抑
制制
にに
もも
つつ
なな
がが
るる
。。
高高
齢齢
化化
のの
進進

んん
でで
いい
るる
奥奥
多多
摩摩
町町
とと
しし
てて
増増
ええ
てて
いい
るる

とと
思思
わわ
れれ
るる
加加
齢齢
性性
難難
聴聴
者者
のの
困困
難難
やや
苦苦

しし
みみ
にに
寄寄
りり
添添
いい
、、
補補
聴聴
器器
購購
入入
助助
成成
をを

導導
入入
すす
べべ
きき
でで
はは
なな
いい
かか
。。
まま
たた
、、
加加
齢齢
性性

難難
聴聴
者者
のの
苦苦
しし
みみ
をを
どど
うう
受受
けけ
止止
めめ
、、
高高

齢齢
者者
のの
聴聴
ここ
ええ
にに
対対
すす
るる
公公
的的
支支
援援
にに

つつ
いい
てて
積積
極極
的的
なな
対対
策策
をを
行行
なな
うう
考考
ええ

がが
ああ
るる
のの
かか
問問
うう
。。  

町
長
令
和
５
年
度
末
に
策
定
す
る
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
前
段
と
し
て

実
施
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て
加
齢
性
難
聴
の

実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
町
の

次
期
「
地
域
高
齢
者
支
援
計
画
」
を
協
議

す
る
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て

住
民
の
代
表
や
専
門
家
、
関
係
団
体
の

代
表
の
方
の
意
見
を
伺
い
、
町
と
し
て

高
齢
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
を
事
業
化
す
る
場
合
は
、
財
源
を
確

保
の
上
、
そ
の
継
続
性
も
十
分
担
保
し

た
上
で
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
る
。。  

  
  

           

問問  

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て  

 

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

答 

慎
重
に
検
討
を
進
め
る  

 

特定事案検討委員会が設立されました。 
 奥多摩町議会では議員全員の同意により、令和４年４月より「特定事案検討委員会」を設立しま

した。その目的としては、重要な特定案件について議会内での協議、検討するためです。 
この委員会の特徴としては、条例で規制されている委員会ではなく、全議員を委員とした任意の委

員会というところです。町の重要案件に応じ、委員長が招集して不定期に会議を開く、議員の自主

的な委員会活動です。初回会議では、下記事項について検討し、活動を開始することとしました。 
現在（令和４年）の議題として予定されている特定事案は以下のとおりです。 
案件１奥多摩町新庁舎建設について     委 員 長 小峰陽一 副委員長 石田芳英 
◎特定事案検討委員会報告 
去る４月２２日、丹波山村で建設中の庁舎を視察しました。 
計画立案から着工に至るまでの経緯を懇切丁寧に説明して頂き、大変参考になりました。 
その後町に戻り、議員の意見や要望等を報告書にまとめ、参考資料として町長に提出しました。 

完
成
予
想
図
（
右
） 

完
成
予
想
模
型
（
左
） 

問	

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

答	

慎
重
に
検
討
を
進
め
る
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請請
願願
・・
陳陳
情情
はは
！！  

９９
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、
８８
月月
１１９９
日日
まま
でで
にに

受受
理理
しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ
以以

降降
のの
受受
付付
のの
場場
合合
はは
、、
次次
回回
定定
例例
会会
でで
審審

議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。
提提
出出
すす
るる
際際

はは
、、
次次
のの
ここ
とと
にに
ごご
注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。  

①① 

請請
願願
にに
はは
必必
ずず
１１
人人
以以
上上
のの
紹紹
介介
議議

員員
がが
必必
要要
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すす
。。（（
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ここ
とと
はは
議議
会会
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問問
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令
和
２
年
初
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
そ
の
後
国
内
で

も
感
染
が
ひ
ろ
が
り
始
め
ま
し
た
。
町
内

で
は
初
め
て
の
感
染
が
令
和
２
年
９
月

２４
日
に
確
認
さ
れ
、
令
和
２
年
は
４
名
、

令
和
３
年
が
５１
名
、
令
和
４
年
が
１７０
名
、

で
合
計
２２５
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

（（
令令
和和
４４
年年
７７
月月
１１５５
日日
東東
京京
都都
公公
表表
数数
値値
）） 
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京
都
の
感
染
者
は
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月
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日
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と
最
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数
字
と
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り
ま
し
た
が
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の

後
変
異
株
の
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延
し
始
め
、
７
月

１５
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６
波
を
上
回
る
第
７
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に
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か
か
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き
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ま
す
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早
期
の
第
４
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目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
一
度
原
点
に
戻

っ
て
、・・
ママ
スス
クク
のの
着着
用用
・・
手手
洗洗
のの
励励
行行
・・
アア

ルル
ココ
ーー
ルル
消消
毒毒
・・
部部
屋屋
のの
換換
気気
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とと
人人
とと

のの
十十
分分
なな
距距
離離
をを
取取
るる  

な
ど
、
感
染
予
防

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
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次次回回９９月月第第３３回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  
議議会会運運営営委委員員会会    ８８月月３３００日日（（火火））  
本本        会会        議議    ９９月月  ６６日日（（火火））、、  ７７日日（（水水））  

９９日日（（金金））一一般般質質問問  
                １１３３日日（（火火））、、１１４４日日（（水水））、、１１６６日日（（金金））  
陳陳情情受受付付期期間間        ８８月月１１９９日日（（金金））ままでで  
                  ※※議議会会事事務務局局へへ持持参参（（郵郵送送不不可可））  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。詳詳細細はは、、おお問問いい
合合せせくくだだささいい。。  
  
問問いい合合せせ  議議会会事事務務局局  ☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（直直通通）） 

令和４年 8月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 202 号（10）
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付付
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小
峰 

陽
一 

 

記 

伊
藤 

英
人 

 

森
田 

紀
子 

相
田
恵
美
子 

 

木
村 

 

圭 

 

次次回回９９月月第第３３回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  
議議会会運運営営委委員員会会    ８８月月３３００日日（（火火））  
本本        会会        議議    ９９月月  ６６日日（（火火））、、  ７７日日（（水水））  

９９日日（（金金））一一般般質質問問  
                １１３３日日（（火火））、、１１４４日日（（水水））、、１１６６日日（（金金））  
陳陳情情受受付付期期間間        ８８月月１１９９日日（（金金））ままでで  
                  ※※議議会会事事務務局局へへ持持参参（（郵郵送送不不可可））  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。詳詳細細はは、、おお問問いい
合合せせくくだだささいい。。  
  
問問いい合合せせ  議議会会事事務務局局  ☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（直直通通）） 
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請請
願願
・・
陳陳
情情
はは
！！  

９９
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、
８８
月月
１１９９
日日
まま
でで
にに

受受
理理
しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ
以以

降降
のの
受受
付付
のの
場場
合合
はは
、、
次次
回回
定定
例例
会会
でで
審審

議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。
提提
出出
すす
るる
際際

はは
、、
次次
のの
ここ
とと
にに
ごご
注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。  

①① 

請請
願願
にに
はは
必必
ずず
１１
人人
以以
上上
のの
紹紹
介介
議議

員員
がが
必必
要要
でで
すす
。。（（
陳陳
情情
はは
不不
要要
でで
すす
））  

②②
請請
願願
・・
陳陳
情情
者者
はは
、、
住住
所所
・・
氏氏
名名
・・
電電
話話

番番
号号
をを
必必
ずず
記記
載載
しし
、、
署署
名名
（（
記記
名名
のの
場場

合合
はは
押押
印印
））
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  

③③
提提
出出
はは
議議
会会
事事
務務
局局
へへ
ごご
持持
参参
くく
だだ
ささ

いい
。。（（
郵郵
送送
不不
可可
））  

④④
詳詳
しし
いい
ここ
とと
はは
議議
会会
事事
務務
局局
にに
おお
問問
いい

合合
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

    

５
月月    

12
日 

奥
多
摩
町
議
会
特
定
事
案
検
討
委

員
会 

西
多
摩
地
区
議
長
会
定
例
会
議 

17
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促 

進
協
議
会
正
副
会
長
委
員
長
会
議 

20
日 

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会
通

常
総
会  

23
日 

西
多
摩
郡
町
村
監
査
委
員
連
合
会

定
期
総
会 

26
日 

青
梅
商
工
会
議
所
通
常
議
員
総
会 

 

例
月
出
納
検
査 

27
日 

奥
多
摩
町
議
会
特
定
事
案
検
討
委

員
会
報
告 

 
 

 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促 

進
協
議
会
理
事
会
・
総
会
（
書
面
開 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

催
） 

28
日 

奥
多
摩
中
学
校
体
育
大
会 

６６
月月    

3
日 

議
会
運
営
委
員
会 

4
日 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
タ
ン
ポ
ポ

の
会
定
期
総
会 

 

8
日 

一
般
社
団
法
人
奥
多
摩
観
光
協
会

定
時
社
員
総
会 

10
日
～
16
日 

町
議
会
第
２
回
定
例
会  

20
日 

沿
線
ま
る
ご
と
ラ
ボ
視
察 

 
 

 
 

か
も
ん
み
ー
る
視
察 

23
日 

例
月
出
納
検
査 

24
日 

公
益
社
団
法
人
奥
多
摩
町
シ
ル
バ 

 

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会 

27
日 

奥
多
摩
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会 

７７
月月  

  

2
日 

奥
多
摩
町
青
少
年
対
策
地
区
委
員

会
連
絡
協
議
会
講
演
会 

7
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

12
日 

奥
多
摩
町
民
生
委
員
推
薦
会 

 
 

 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

13
日 

 

奥
多
摩
町
青
少
年
問
題
協
議
会 

14
・
15
日 

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会

優
良
町
村
議
会
行
政
視
察
（
中
止
） 

19
日 

東
京
都
町
村
会
・
東
京
都
町
村
議

会
議
長
会
合
同
会
議 

22
日 

 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促 

進
協
議
会
第
１
委
員
会 

26
日 

三
鷹
立
川
間
立
体
化
複
々
線
促
進

協
議
会
・
多
摩
地
域
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
等
建
設
促
進
協
議
会
合
同
総
会 

 
 

 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促

進
協
議
会
第
３
委
員
会
正
副
委
員

長
会
議 

28
日 

例
月
出
納
検
査 

29
日 

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
協
議
会

審
議
会 

 

        

編 

集 

後 

記 

 

令
和
２
年
初
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
そ
の
後
国
内
で

も
感
染
が
ひ
ろ
が
り
始
め
ま
し
た
。
町
内

で
は
初
め
て
の
感
染
が
令
和
２
年
９
月

２４
日
に
確
認
さ
れ
、
令
和
２
年
は
４
名
、

令
和
３
年
が
５１
名
、
令
和
４
年
が
１７０
名
、

で
合
計
２２５
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

（（
令令
和和
４４
年年
７７
月月
１１５５
日日
東東
京京
都都
公公
表表
数数
値値
）） 

 
 

東
京
都
の
感
染
者
は
、
５
月
月
２０
日
に
２０９

人
と
最
低
の
数
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
変
異
株
の
BA・5
が
蔓
延
し
始
め
、
７
月

１５
日
に
は
１
万
９
千
５９
人
と
急
増
し
て

お
り
、
第
６
波
を
上
回
る
第
７
波
が
私
た

ち
に
襲
い
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

早
期
の
第
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
一
度
原
点
に
戻

っ
て
、・・
ママ
スス
クク
のの
着着
用用  

・・
手手
洗洗
のの
励励
行行
・・

アア
ルル
ココ
ーー
ルル
消消
毒毒
・・
部部
屋屋
のの
換換
気気
・・
人人
とと
人人

とと
のの
十十
分分
なな
距距
離離
をを
取取
るる
な
ど
、
感
染
予
防

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。  

小
峰 

陽
一 

 

記 

伊
藤 

英
人 

 

森
田 

紀
子 

相
田
恵
美
子 

 

木
村 

 

圭 
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